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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムにおいて、プライマリセル及びセカンダリセルを含む複数のセルで構
成された通信装置によってアップリンク制御情報を伝送する方法であって、前記方法は、
　表１を含む関係に従って、複数のＰＵＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏ
ｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）リソースから、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（Ｈｙｂｒｉｄ　Ａｕｔ
ｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅａｔ　ｒｅＱｕｅｓｔ－Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）（０
）、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（１）、及びＨＡＲＱ－ＡＣＫ（２）に対応する一つのＰＵＣＣＨ
リソースを選択することと、
　前記選択されたＰＵＣＣＨリソースを用いて前記ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（０）、前記ＨＡＲ
Ｑ－ＡＣＫ（１）、及び前記ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（２）に対応するｂ（０）ｂ（１）を伝送
することと
　を含み、
　前記ｂ（０）ｂ（１）は、表１を含む前記関係に従って与えられ、
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【化１】

　ここで、前記ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（０）及び前記ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（１）は、第１のセル
と関連したデータブロックに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ（Ｎｅｇａｔｉｖｅ　ＡＣＫ）／Ｄ
ＴＸ（Ｄｉｓｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ）応答を表し、前記ＨＡ
ＲＱ－ＡＣＫ（２）は、第２のセルと関連したデータブロックに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ
／ＤＴＸ応答を表し、ｎ（１）

ＰＵＣＣＨ，ｉ（ｉ＝０，１，２）は、前記複数のＰＵＣ
ＣＨリソースを表し、ｎ（１）

ＰＵＣＣＨ，０は、前記第１のセル上のＰＤＣＣＨ（Ｐｈ
ｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）にリンクされたＰ
ＵＣＣＨリソースを表し、ｎ（１）

ＰＵＣＣＨ，２は、前記第２のセル上のＰＤＣＣＨに
リンクされたＰＵＣＣＨリソースを表す、方法。
【請求項２】
　前記第１のセルは、最大２個の伝送ブロックをサポートするように構成されたセルであ
り、前記第２のセルは、最大１個の伝送ブロックをサポートするように構成されたセルで
ある、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１のセルは、ＭＩＭＯ（Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｉｎｐｕｔ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｏ
ｕｔｐｕｔ）セルであり、前記第２のセルは、ｎｏｎ－ＭＩＭＯセルである、請求項１に
記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のセルは、第１のＣＣ（ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　ｃａｒｒｉｅｒ）を含み、前記
第２のセルは、第２のＣＣ（ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　ｃａｒｒｉｅｒ）を含む、請求項１に
記載の方法。
【請求項５】
　ｎ（１）

ＰＵＣＣＨ，０は、前記第１のセル上のＰＤＳＣＨ（Ｐｈｙｓｃａｌ　Ｄｏｗ
ｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を表すＰＤＣＣＨにリンクされたＰＵＣＣ
Ｈリソースを表し、ｎ（１）

ＰＵＣＣＨ，２は、前記第２のセル上のＰＤＳＣＨを表すＰ
ＤＣＣＨにリンクされたＰＵＣＣＨリソースを表す、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　複数のセルで構成され、かつ、無線通信システムにおいてアップリンク制御情報を伝送
するように構成された通信装置であって、前記通信装置は、
　無線周波数（ＲＦ）ユニットと、
　プロセッサと
　を含み、
　前記プロセッサは、
　表１を含む関係に従って、複数のＰＵＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏ
ｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）リソースから、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（Ｈｙｂｒｉｄ　Ａｕｔ
ｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅａｔ　ｒｅＱｕｅｓｔ－Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）（０
）、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（１）、及びＨＡＲＱ－ＡＣＫ（２）に対応する一つのＰＵＣＣＨ
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リソースを選択することと、
　前記選択されたＰＵＣＣＨリソースを用いて前記ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（０）、前記ＨＡＲ
Ｑ－ＡＣＫ（１）、及び前記ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（２）に対応するｂ（０）ｂ（１）を伝送
することと
　を行うように構成され、
　前記ｂ（０）ｂ（１）は、表１を含む前記関係に従って与えられ、
【化２】

　　ここで、前記ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（０）及び前記ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（１）は、第１のセ
ルと関連したデータブロックに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ（Ｎｅｇａｔｉｖｅ　ＡＣＫ）／
ＤＴＸ（Ｄｉｓｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ）応答を表し、前記Ｈ
ＡＲＱ－ＡＣＫ（２）は、第２のセルと関連したデータブロックに対するＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋ／ＤＴＸ応答を表し、ｎ（１）

ＰＵＣＣＨ，ｉ（ｉ＝０，１，２）は、前記複数のＰＵ
ＣＣＨリソースを表し、ｎ（１）

ＰＵＣＣＨ，０は、前記第１のセル上のＰＤＣＣＨ（Ｐ
ｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）にリンクされた
ＰＵＣＣＨリソースを表し、ｎ（１）

ＰＵＣＣＨ，２は、前記第２のセル上のＰＤＣＣＨ
にリンクされたＰＵＣＣＨリソースを表す、通信装置。
【請求項７】
　前記第１のセルは、最大２個の伝送ブロックをサポートするように構成されたセルであ
り、前記第２のセルは、最大１個の伝送ブロックをサポートするように構成されたセルで
ある、請求項６に記載の通信装置。
【請求項８】
　前記第１のセルは、ＭＩＭＯ（Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｉｎｐｕｔ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｏ
ｕｔｐｕｔ）セルであり、前記第２のセルは、ｎｏｎ－ＭＩＭＯセルである、請求項６に
記載の通信装置。
【請求項９】
　前記第１のセルは、第１のＣＣ（ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　ｃａｒｒｉｅｒ）を含み、前記
第２のセルは、第２のＣＣ（ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　ｃａｒｒｉｅｒ）を含む、請求項６に
記載の通信装置。
【請求項１０】
　ｎ（１）

ＰＵＣＣＨ，０は、前記第１のセル上のＰＤＳＣＨ（Ｐｈｙｓｃａｌ　Ｄｏｗ
ｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を表すＰＤＣＣＨにリンクされたＰＵＣＣ
Ｈリソースを表し、ｎ（１）

ＰＵＣＣＨ，２は、前記第２のセル上のＰＤＳＣＨを表すＰ
ＤＣＣＨにリンクされたＰＵＣＣＨリソースを表す、請求項６に記載の通信装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信システムに係り、特に、制御情報を伝送する方法及びそのための装
置に関するものである。
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【背景技術】
【０００２】
　無線通信システムが音声やデータなどのような種々の通信サービスを提供するために広
範囲に展開されている。一般に、無線通信システムは、可用のシステムリソース（帯域幅
、伝送パワー等）を共有してマルチユーザーとの通信を支援できる多重接続（ｍｕｌｔｉ
ｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）システムである。多重接続システムの例には、ＣＤＭＡ（ｃｏｄ
ｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）システム、ＦＤＭＡ（ｆｒｅ
ｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）システム、ＴＤＭ
Ａ（ｔｉｍｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）システム、ＯＦＤ
ＭＡ（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌ
ｅ　ａｃｃｅｓｓ）システム、ＳＣ－ＦＤＭＡ（ｓｉｎｇｌｅ　ｃａｒｒｉｅｒ　ｆｒｅ
ｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）システムなどがあ
る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の目的は、無線通信システムにおいてアップリンク制御情報を效率的に伝送する
方法及びそのための装置を提供することにある。本発明の他の目的は、マルチキャリア状
況で制御情報、好適には、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を效率的に伝送する方法及びそのための
装置を提供することにある。
【０００４】
　本発明で達成しようとする技術的課題は、上記の技術的課題に制限されず、言及してい
ない他の技術的課題は、下の記載から、本発明の属する技術の分野における通常の知識を
有する者には明らかになるであろう。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の一様相として、無線通信システムにおいてプライマリセル及びセカンダリセル
を含む複数のセルが構成された状況でアップリンク制御情報を伝送する方法において、Ｐ
ＵＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）フォー
マット１のための複数のＰＵＣＣＨリソースから、複数のＨＡＲＱ　ＡＣＫ（Ｈｙｂｒｉ
ｄ　Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅａｔ　ｒｅＱｕｅｓｔ－Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅ
ｎｔ）に対応する一つのＰＵＣＣＨリソースを選択する段階と、前記選択されたＰＵＣＣ
Ｈリソースを用いて前記複数のＨＡＲＱ－ＡＣＫに対応するビット値を伝送する段階と、
を含み、前記複数のＨＡＲＱ－ＡＣＫ、ＰＵＣＣＨリソース、ビット値間の関係は、表１
の関係を含む方法が提供される：
【０００６】
【化１－１】

　表１で、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（０）は、プライマリセルと関連したデータブロックに対す
るＡＣＫ／ＮＡＣＫ／ＤＴＸ応答を表し、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（１）は、セカンダリセルと
関連したデータブロックに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ／ＤＴＸ応答を表し、ｎ（１）

ＰＵＣ

ＣＨ，ｉ（ｉ＝０，１）は、前記ＰＵＣＣＨフォーマット１のための複数のＰＵＣＣＨリ
ソースを表し、ｎ（１）

ＰＵＣＣＨ，０は、プライマリセル上のＰＤＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉ
ｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）にリンクされたＰＵＣＣ
Ｈリソースを表し、ｂ（０）ｂ（１）は前記ビット値を表す。
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【０００７】
　本発明の他の様相として、無線通信システムにおいてプライマリセルとセカンダリセル
を含む複数のセルが構成された状況でアップリンク制御情報を伝送するように構成された
通信装置において、無線周波数（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ、ＲＦ）ユニットと、
プロセッサと、を含み、前記プロセッサは、ＰＵＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎ
ｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）フォーマット１のための複数のＰＵＣＣＨリソー
スから、複数のＨＡＲＱ－ＡＣＫに対応する一つのＰＵＣＣＨリソースを選択し、前記選
択されたＰＵＣＣＨリソースを用いて前記複数のＨＡＲＱ－ＡＣＫに対応するビット値を
伝送するように構成され、前記複数のＨＡＲＱ－ＡＣＫ、ＰＵＣＣＨリソース、ビット値
間の関係は、表１の関係を含む通信装置が提供される：
【０００８】
【化１－２】

　表１で、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（０）は、プライマリセルと関連したデータブロックに対す
るＡＣＫ／ＮＡＣＫ／ＤＴＸ応答を表し、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（１）は、セカンダリセルと
関連したデータブロックに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ／ＤＴＸ応答を表し、ｎ（１）

ＰＵＣ

ＣＨ，ｉ（ｉ＝０，１）は、前記ＰＵＣＣＨフォーマット１のための複数のＰＵＣＣＨリ
ソースを表し、ｎ（１）

ＰＵＣＣＨ，０は、プライマリセル上のＰＤＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉ
ｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）にリンクされたＰＵＣＣ
Ｈリソースを表し、ｂ（０）ｂ（１）は前記ビット値を表す。
【０００９】
　好適には、前記複数のＨＡＲＱ－ＡＣＫ、ＰＵＣＣＨリソース、ビット値間の関係は、
表２の関係をさらに含む：
【００１０】

【化２】

　表２で、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（０）（１）は、プライマリセルと関連したデータブロック
に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ／ＤＴＸ応答を表し、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（２）（３）は、セカ
ンダリセルと関連したデータブロックに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ／ＤＴＸ応答を表し、ｎ
（１）

ＰＵＣＣＨ，ｉ（ｉ＝０，１，２，３）は、前記ＰＵＣＣＨフォーマット１のため
の複数のＰＵＣＣＨリソースを表し、ｎ（１）

ＰＵＣＣＨ，０は、プライマリセル上のＰ
ＤＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）に
リンクされたＰＵＣＣＨリソースを表し、ｂ（０）ｂ（１）は、前記ビット値を表す。
【００１１】
　好適には、ｎ（１）

ＰＵＣＣＨ，ｉはＰＵＣＣＨフォーマット１、好ましくはＰＵＣＣ
Ｈフォーマット１ｂのためのＰＵＣＣＨリソースを含む。
【００１２】
　好適には、表１の関係は、前記ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（０）がＤＴＸであり、前記ＨＡＲＱ
－ＡＣＫ（１）がＮＡＣＫである場合、前記複数のＨＡＲＱ－ＡＣＫは、伝送がドロップ
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される場合をさらに含む。
【００１３】
　好適には、表２の関係は、前記ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（０）とＨＡＲＱ－ＡＣＫ（１）の両
方がＤＴＸであり、前記ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（２）とＨＡＲＱ－ＡＣＫ（３）の両方がＮＡ
ＣＫである場合、前記複数のＨＡＲＱ－ＡＣＫは、伝送がドロップされる場合をさらに含
む。
【００１４】
　好適には、前記プライマリセルは、ＰＣＣ（Ｐｒｉｍａｒｙ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃ
ａｒｒｉｅｒ）を含み、前記セカンダリセルは、ＳＣＣ（Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｃｏｍｐ
ｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ）を含む。
【００１５】
　好適には、前記アップリンク制御チャネルは、ＰＵＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌ
ｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を含み、前記ダウンリンク制御チャネルは、
ＰＤＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）
を含む。
【００１６】
　本発明のさらに他の様相として、無線通信システムにおいてプライマリセルとセカンダ
リセルを含む複数のセルが構成された状況で端末がアップリンク制御情報を伝送する方法
において、複数のアップリンク制御チャネルリソースから、複数のＨＡＲＱ－ＡＣＫに対
応する一つのアップリンク制御チャネルリソースを選択する段階と、前記選択されたアッ
プリンク制御チャネルリソースを用いて前記複数のＨＡＲＱ－ＡＣＫに対応する変調シン
ボルを伝送する段階と、を含み、それぞれのＨＡＲＱ－ＡＣＫは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ／Ｄ
ＴＸ応答を表し、プライマリセルと関連したデータブロックに対する一つ以上の第１ＨＡ
ＲＱ－ＡＣＫを除いて、一つ以上のセカンダリセルと関連したデータブロックに対する第
２ＨＡＲＱ－ＡＣＫがいずれもＮＡＣＫまたはＤＴＸ（Ｄｉｓｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　Ｔ
ｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ）であれば、前記複数のＨＡＲＱ－ＡＣＫ及び前記変調シンボル
のマッピング関係は、前記一つ以上の第１ＨＡＲＱ－ＡＣＫを基準に、単一ダウンリンク
キャリア上から受信された一つ以上のデータブロックに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫ及び変調
シンボルのマッピング関係と同一である方法が提供される。
【００１７】
　本発明のさらに他の様相として、無線通信システムにおいてプライマリセルとセカンダ
リセルを含む複数のセルが構成された状況でアップリンク制御情報を伝送するように構成
された通信装置において、無線周波数（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ、ＲＦ）ユニッ
トと、プロセッサと、を含み、前記プロセッサは、複数のアップリンク制御チャネルリソ
ースから、複数のＨＡＲＱ－ＡＣＫに対応する一つのアップリンク制御チャネルリソース
を選択し、前記選択されたアップリンク制御チャネルリソースを用いて前記複数のＨＡＲ
Ｑ－ＡＣＫに対応する変調シンボルを伝送するように構成され、前記それぞれのＨＡＲＱ
－ＡＣＫはＡＣＫ／ＮＡＣＫ／ＤＴＸ応答を表し、プライマリセルと関連したデータブロ
ックに対する一つ以上の第１ＨＡＲＱ－ＡＣＫを除いて、一つ以上のセカンダリセルと関
連したデータブロックに対する第２ＨＡＲＱ－ＡＣＫがいずれもＮＡＣＫまたはＤＴＸ（
Ｄｉｓｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ）であれば、前記複数のＨＡＲ
Ｑ－ＡＣＫ及び前記変調シンボルのマッピング関係は、前記一つ以上の第１ＨＡＲＱ－Ａ
ＣＫを基準に、単一ダウンリンクキャリア上から受信された一つ以上のデータブロックに
対するＨＡＲＱ－ＡＣＫ及び変調シンボルのマッピング関係と同一である通信装置が提供
される。
【００１８】
　好適には、前記一つ以上の第１ＨＡＲＱ－ＡＣＫがいずれもＤＴＸであり、前記第２Ｈ
ＡＲＱ－ＡＣＫがいずれもＮＡＣＫである場合、前記複数のＨＡＲＱ－ＡＣＫは、伝送が
ドロップされる。
【００１９】
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　好適には、前記プライマリセルは、ＰＣＣ（Ｐｒｉｍａｒｙ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃ
ａｒｒｉｅｒ）を含み、前記セカンダリセルはＳＣＣ（Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｃｏｍｐｏ
ｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ）を含む。
【００２０】
　好適には、前記アップリンク制御チャネルは、ＰＵＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌ
ｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を含み、前記ダウンリンク制御チャネルは、
ＰＤＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）
を含む。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によれば、無線通信システムにおいてアップリンク制御情報を效率的に伝送する
ことができる。また、マルチキャリア状況で制御情報、好ましくは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情
報を效率的に伝送することができる。
【００２２】
　本発明で得られる効果は、以上に言及した効果に制限されず、言及していない別の効果
は、下の記載から、本発明の属する技術の分野における通常の知識を有する者には明確に
理解されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
　本発明に関する理解を助けるために詳細な説明の一部として含まれる添付図面は、本発
明に係る実施例を提供し、詳細な説明と共に本発明の技術的思想を説明する。
【図１】無線フレーム（ｒａｄｉｏ　ｆｒａｍｅ）の構造を示す図である。
【図２】ダウンリンクスロットのリソースグリッドを示す図である。
【図３】ダウンリンクサブフレームの構造を示す図である。
【図４】アップリンクサブフレームの構造を示す図である。
【図５】ＰＵＣＣＨフォーマットをＰＵＣＣＨ領域に物理的にマッピングする一例を示す
図である。
【図６】ＰＵＣＣＨフォーマット２／２ａ／２ｂのスロットレベル構造を示す図である。
【図７】ＰＵＣＣＨフォーマット１ａ／１ｂのスロットレベル構造を示す図である。
【図８】ＡＣＫ／ＮＡＣＫのためのＰＵＣＣＨリソースを決定する例を示す図である。
【図９】キャリア集約（Ｃａｒｒｉｅｒ　Ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ、ＣＡ）通信システム
を示す図である。
【図１０】複数のキャリアが集約された場合におけるスケジューリングを示す図である。
【図１１】ＤＬＣＣ変更区間における基地局及び端末の動作を示す図である。
【図１２】既存ＬＴＥによるＰＵＣＣＨフォーマット１ａ／１ｂベースのＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋ選択方式を示す図である。
【図１３】本発明の実施例によるＡＣＫ／ＮＡＣＫ伝送方法を示す図である。
【図１４Ａ】本発明の実施例によるＡＣＫ／ＮＡＣＫ伝送方法を示す図である。
【図１４Ｂ】本発明の実施例によるＡＣＫ／ＮＡＣＫ伝送方法を示す図である。
【図１５Ａ】本発明の実施例によるＡＣＫ／ＮＡＣＫ伝送方法を示す図である。
【図１５Ｂ】本発明の実施例によるＡＣＫ／ＮＡＣＫ伝送方法を示す図である。
【図１６Ａ】本発明の実施例によるＡＣＫ／ＮＡＣＫ伝送方法を示す図である。
【図１６Ｂ】本発明の実施例によるＡＣＫ／ＮＡＣＫ伝送方法を示す図である。
【図１７Ａ】本発明の実施例によるＡＣＫ／ＮＡＣＫ伝送方法を示す図である。
【図１７Ｂ】本発明の実施例によるＡＣＫ／ＮＡＣＫ伝送方法を示す図である。
【図１８Ａ】本発明の実施例によるＡＣＫ／ＮＡＣＫ伝送方法を示す図である。
【図１８Ｂ】本発明の実施例によるＡＣＫ／ＮＡＣＫ伝送方法を示す図である。
【図１９】本発明の実施例によるＡＣＫ／ＮＡＣＫ伝送方法を示す図である。
【図２０】本発明の実施例によるＡＣＫ／ＮＡＣＫ伝送方法を示す図である。
【図２１】本発明の実施例によるＡＣＫ／ＮＡＣＫ伝送方法を示す図である。
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【図２２】本発明の実施例によるＡＣＫ／ＮＡＣＫ伝送方法を示す図である。
【図２３】本発明の実施例によるＡＣＫ／ＮＡＣＫ伝送方法を示す図である。
【図２４】本発明の実施例によるＡＣＫ／ＮＡＣＫ伝送方法を示す図である。
【図２５】本発明の一実施例に適用されうる基地局及び端末を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下の技数は、ＣＤＭＡ（ｃｏｄｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅ
ｓｓ）、ＦＤＭＡ（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃ
ｅｓｓ）、ＴＤＭＡ（ｔｉｍｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）
、ＯＦＤＭＡ（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌ
ｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）、ＳＣ－ＦＤＭＡ（ｓｉｎｇｌｅ　ｃａｒｒｉｅｒ　ｆｒｅ
ｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）などのような様々
な無線接続システムに用いられてよい。ＣＤＭＡは、ＵＴＲＡ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔ
ｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ）やＣＤＭＡ２０００のような無線技
術（ｒａｄｉｏ　ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）とすることができる。ＴＤＭＡは、ＧＳＭ（登
録商標）（Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔ
ｉｏｎｓ）／ＧＰＲＳ（Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｒａｄｉｏ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）
／ＥＤＧＥ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｄａｔａ　Ｒａｔｅｓ　ｆｏｒ　ＧＳＭ（登録商標）　
Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）のような無線技術とすることができる。ＯＦＤＭＡは、ＩＥＥＥ　
８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ　８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ　８０
２－２０、Ｅ－ＵＴＲＡ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ）などのような無線技術とすること
ができる。ＵＴＲＡは、ＵＭＴＳ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍ
ｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ）の一部である。３ＧＰＰ（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒ
ａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ）　ＬＴＥ（ｌｏｎｇ　ｔｅｒｍ
　ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを用いるＥ－ＵＭＴＳ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＭ
ＴＳ）の一部で、ダウンリンクにおいてＯＦＤＭＡを採用し、アップリンクにおいてＳＣ
－ＦＤＭＡを採用する。ＬＴＥ－Ａ（Ａｄｖａｎｃｅｄ）は、３ＧＰＰ　ＬＴＥの進展し
たバージョンである。
【００２５】
　説明を明確にするために、３ＧＰＰ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａを中心に説明するが、これに
本発明の技術的思想が制限されることはない。また、以下の説明で使われる特定用語は、
本発明の理解を助けるために提供されるもので、このような特定用語の使用は、本発明の
技術的思想を逸脱しない範囲で他の形態に変更してもよい。
【００２６】
　図１は、無線フレームの構造を示す図である。
【００２７】
　図１を参照すると、無線フレームは、１０個のサブフレームを含む。サブフレームは、
時間ドメインにおいて２つのスロットを含む。サブフレームを伝送する時間が伝送時間間
隔（Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｔｉｍｅ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ、ＴＴＩ）と定義される。
例えば、１サブフレームは、１ｍｓの長さを有することができ、１スロットは０．５ｍｓ
の長さを有することができる。１スロットは、時間ドメインにおいて、複数のＯＦＤＭ（
Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉ
ｎｇ）またはＳＣ－ＦＤＭＡ（Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄ
ｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）シンボルを有する。ＬＴＥは、ダウ
ンリンクにおいてＯＦＤＭＡを使用し、アップリンクにおいてＳＣ－ＦＤＭＡを使用する
ので、ＯＦＤＭまたはＳＣ－ＦＤＭＡシンボルは、一つのシンボル期間を表す。リソース
ブロック（Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ、ＲＢ）は、リソース割当ユニットであり、１
スロットで複数の連続した副搬送波を含む。同図の無線フレームの構造は例示的なもので
、無線フレームに含まれるサブフレームの個数、サブフレームに含まれるスロットの個数
、スロットに含まれるシンボルの個数は様々な方式で変形可能である。



(9) JP 5813809 B2 2015.11.17

10

20

30

40

50

【００２８】
　図２は、ダウンリンクスロットのリソースグリッドを例示する図である。
【００２９】
　図２を参照すると、ダウンリンクスロットは、時間ドメインにおいて複数のＯＦＤＭシ
ンボルを含む。１ダウンリンクスロットは、７（６）個のＯＦＤＭシンボルを含み、リソ
ースブロックは、周波数ドメインにおいて１２個の副搬送波を含むことができる。リソー
スグリッド上の各要素（ｅｌｅｍｅｎｔ）は、リソース要素（Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｅｌｅ
ｍｅｎｔ、ＲＥ）と呼ばれる。１個のＲＢは、１２×７（６）個のＲＥを含む。ダウンリ
ンクスロットに含まれるＲＢの個数ＮＲＢは、ダウンリンク伝送帯域に依存する。アップ
リンクスロットの構造は、ダウンリンクスロットの構造と同一であり、ただし、ＯＦＤＭ
シンボルがＳＣ－ＦＤＭＡシンボルに代替される。
【００３０】
　図３は、ダウンリンクサブフレームの構造を示す図である。
【００３１】
　図３を参照すると、サブフレームの１番目のスロットにおいて前部に位置する最大３（
４）個のＯＦＤＭシンボルは、制御チャネルが割り当てられる制御領域に対応する。残り
のＯＦＤＭシンボルは、ＰＤＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅ
ｄ　ＣＨａｎｎｅｌ）が割り当てられるデータ領域に該当する。ＰＤＳＣＨは、伝送ブロ
ック（Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｂｌｏｃｋ、ＴＢ）あるいはそれに対応する符号語（Ｃｏｄ
ｅＷｏｒｄ、ＣＷ）を搬送するのに使われる。伝送ブロックは、伝送チャネルを介してＭ
ＡＣ層からＰＨＹ層に伝達されたデータブロックを意味する。符号語は、伝送ブロックの
符号化したバージョンに該当する。伝送ブロックと符号語との対応関係は、スワッピング
によって変わることがある。本明細書において、ＰＤＳＣＨ、伝送ブロック及び符号語は
互いに混用される。ＬＴＥで用いられるダウンリンク制御チャネルの例には、ＰＣＦＩＣ
Ｈ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｆｏｒｍａｔ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　Ｃｈａｎ
ｎｅｌ）、ＰＤＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａ
ｎｎｅｌ）、ＰＨＩＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｈｙｂｒｉｄ　ＡＲＱ　ｉｎｄｉｃａｔｏ
ｒ　Ｃｈａｎｎｅｌ）などがある。ＰＣＦＩＣＨは、サブフレームの１番目のＯＦＤＭシ
ンボルで伝送され、サブフレーム内において制御チャネルの伝送に使われるＯＦＤＭシン
ボルの個数に関する情報を搬送する。ＰＨＩＣＨは、アップリンク伝送に対する応答とし
てＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ（Ｈｙｂｒｉｄ　Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅａｔ　ｒ
ｅｑｕｅｓｔ　ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｍｅｎｔ／ｎｅｇａｔｉｖｅ－ａｃｋｎｏｗｌｅｄ
ｇｍｅｎｔ）信号を搬送する。
【００３２】
　ＰＤＣＣＨを通じて伝送される制御情報をＤＣＩ（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ
　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）と呼ぶ。ＤＣＩは、端末または端末グループのためのリソー
ス割当情報及び他の制御情報を含む。例えば、ＤＣＩは、アップ／ダウンリンクスケジュ
ーリング情報、アップリンク伝送（Ｔｘ）パワー制御命令などを含む。多重－アンテナ技
術を構成するための伝送モード及びＤＣＩフォーマットの情報コンテンツは、下記のとお
りである。
【００３３】
　伝送モード（Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｍｏｄｅ）
●伝送モード１：Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｆｒｏｍ　ａ　ｓｉｎｇｌｅ　ｂａｓｅ　
ｓｔａｔｉｏｎ　ａｎｔｅｎｎａ　ｐｏｒｔ
●伝送モード２：Ｔｒａｎｓｍｉｔ　ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ
●伝送モード３：Ｏｐｅｎ－ｌｏｏｐ　ｓｐａｔｉａｌ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ
●伝送モード４：Ｃｌｏｓｅｄ－ｌｏｏｐ　ｓｐａｔｉａｌ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ
●伝送モード５：Ｍｕｌｔｉ－ｕｓｅｒ　ＭＩＭＯ
●伝送モード６：Ｃｌｏｓｅｄ－ｌｏｏｐ　ｒａｎｋ－１　ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ
●伝送モード７：Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｕｓｉｎｇ　ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｒ
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ｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌｓ
　ＤＣＩフォーマット
●フォーマット０：Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｇｒａｎｔｓ　ｆｏｒ　ｔｈｅ　ＰＵＳＣＨ　ｔ
ｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎｓ　（ｕｐｌｉｎｋ）
●フォーマット１：Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔｓ　ｆｏｒ　ｓｉｎｇｌｅ
　ｃｏｄｅｗｏｒｄ　ＰＤＳＣＨ　ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎｓ　（ｔｒａｎｓｍｉｓｓ
ｉｏｎ　ｍｏｄｅｓ　１，　２　ａｎｄ　７）
●フォーマット１Ａ：Ｃｏｍｐａｃｔ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇ　ｏｆ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　
ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔｓ　ｆｏｒ　ｓｉｎｇｌｅ　ｃｏｄｅｗｏｒｄ　ＰＤＳＣＨ　（ａ
ｌｌ　ｍｏｄｅｓ）
●フォーマット１Ｂ：Ｃｏｍｐａｃｔ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔｓ　ｆ
ｏｒ　ＰＤＳＣＨ　ｕｓｉｎｇ　ｒａｎｋ－１　ｃｌｏｓｅｄ　ｌｏｏｐ　ｐｒｅｃｏｄ
ｉｎｇ　（ｍｏｄｅ　６）
●フォーマット１Ｃ：Ｖｅｒｙ　ｃｏｍｐａｃｔ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ａｓｓｉｇｎｍｅ
ｎｔｓ　ｆｏｒ　ＰＤＳＣＨ　（ｅ．ｇ．　ｐａｇｉｎｇ／ｂｒｏａｄｃａｓｔ　ｓｙｓ
ｔｅｍ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）
●フォーマット１Ｄ：Ｃｏｍｐａｃｔ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔｓ　ｆ
ｏｒ　ＰＤＳＣＨ　ｕｓｉｎｇ　ｍｕｌｔｉ－ｕｓｅｒ　ＭＩＭＯ　（ｍｏｄｅ　５）
●フォーマット２：Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔｓ　ｆｏｒ　ＰＤＳＣＨ　
ｆｏｒ　ｃｌｏｓｅｄ－ｌｏｏｐ　ＭＩＭＯ　ｏｐｅｒａｔｉｏｎ　（ｍｏｄｅ　４）
●フォーマット２Ａ：Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔｓ　ｆｏｒ　ＰＤＳＣＨ
　ｆｏｒ　ｏｐｅｎ－ｌｏｏｐ　ＭＩＭＯ　ｏｐｅｒａｔｉｏｎ　（ｍｏｄｅ　３）
●フォーマット３／３Ａ：　Ｐｏｗｅｒ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｏｍｍａｎｄｓ　ｆｏｒ　
ＰＵＣＣＨ　ａｎｄ　ＰＵＳＣＨ　ｗｉｔｈ　２－ｂｉｔ／１－ｂｉｔ　ｐｏｗｅｒ　ａ
ｄｊｕｓｔｍｅｎｔｓ
　上述したように、ＰＤＣＣＨは、ダウンリンク共有チャネル（ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｓｈ
ａｒｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ、ＤＬ－ＳＣＨ）の伝送フォーマット及びリソース割当情報、
アップリンク共有チャネル（ｕｐｌｉｎｋ　ｓｈａｒｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ、ＵＬ－ＳＣ
Ｈ）の伝送フォーマット及びリソース割当情報、ページングチャネル（ｐａｇｉｎｇ　ｃ
ｈａｎｎｅｌ、ＰＣＨ）上のページング情報、ＤＬ－ＳＣＨ上のシステム情報、ＰＤＳＣ
Ｈ上で伝送されるランダムアクセス応答のような上位層制御メッセージのリソース割当情
報、端末グループ内の個別端末に対するＴｘパワー制御命令セット、Ｔｘパワー制御命令
、ＶｏＩＰ（Ｖｏｉｃｅ　ｏｖｅｒ　ＩＰ）の活性化指示情報などを搬送する。複数のＰ
ＤＣＣＨが制御領域内で伝送されることができる。端末は、複数のＰＤＣＣＨをモニタリ
ングすることができる。ＰＤＣＣＨは、一つまたは複数の連続した制御チャネル要素（ｃ
ｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ　ｅｌｅｍｅｎｔ、ＣＣＥ）の集合（ａｇｇｒｅｇａｔｉ
ｏｎ）上で伝送される。ＣＣＥは、ＰＤＣＣＨに、無線チャネル状態に基づくコーディン
グレートを提供するのに使われる論理的割当ユニットである。ＣＣＥは、複数のリソース
要素グループ（ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｅｌｅｍｅｎｔ　ｇｒｏｕｐ、ＲＥＧ）に対応する。
ＰＤＣＣＨのフォーマット及びＰＤＣＣＨビットの個数は、ＣＣＥの個数によって決定さ
れる。基地局は、端末に伝送されるＤＣＩによってＰＤＣＣＨフォーマットを決定し、制
御情報にＣＲＣ（ｃｙｃｌｉｃ　ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ　ｃｈｅｃｋ）を付加する。ＣＲ
Ｃは、ＰＤＣＣＨの所有者または使用目的によって識別子（例、ＲＮＴＩ（ｒａｄｉｏ　
ｎｅｔｗｏｒｋ　ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ））でマスキングされる。
例えば、ＰＤＣＣＨが特定端末のためのものである場合、該当の端末の識別子（例、ｃｅ
ｌｌ－ＲＮＴＩ（Ｃ－ＲＮＴＩ））がＣＲＣにマスキングされればよい。ＰＤＣＣＨがペ
ージングメッセージのためのものである場合、ページング識別子（例、ｐａｇｉｎｇ－Ｒ
ＮＴＩ（Ｐ－ＲＮＴＩ））がＣＲＣにマスキングされればよい。ＰＤＣＣＨがシステム情
報（より具体的に、システム情報ブロック（ｓｙｓｔｅｍ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｂ
ｌｏｃｋ、ＳＩＢ））のためのものである場合、ＳＩ－ＲＮＴＩ（ｓｙｓｔｅｍ　ｉｎｆ
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ムアクセス応答のためのものの場合、ＲＡ－ＲＮＴＩ（ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ－Ｒ
ＮＴＩ）がＣＲＣにマスキングされればよい。
【００３４】
　図４は、ＬＴＥで用いられるアップリンクサブフレームの構造を示す図である。
【００３５】
　図４を参照すると、アップリンクサブフレームは、複数（例、２個）のスロットを含む
。スロットは、ＣＰ長によって互いに異なる数のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを含むことがで
きる。アップリンクサブフレームは、周波数領域においてデータ領域と制御領域とに区別
される。データ領域はＰＵＳＣＨを含み、音声などのデータ信号を伝送するのに使用され
る。制御領域は、ＰＵＣＣＨを含み、アップリンク制御情報（Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒ
ｏｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ、ＵＣＩ）を伝送するのに使用される。ＰＵＣＣＨは、周
波数軸においてデータ領域の両端部に位置しているＲＢ対（ＲＢ　ｐａｉｒ）を含み、ス
ロットを境界にしてホッピングする。
【００３６】
　ＰＵＣＣＨは、下記の制御情報を伝送するのに使用されてよい。
【００３７】
　　－ＳＲ（Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）：アップリンクＵＬ－ＳＣＨリソ
ースを要請するのに用いられる情報である。ＯＯＫ（Ｏｎ－Ｏｆｆ　Ｋｅｙｉｎｇ）方式
を用いて伝送される。
【００３８】
　　－ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ：ＰＤＳＣＨ上のダウンリンクデータパケットに対す
る応答信号である。ダウンリンクデータパケットが成功的に受信されたか否かを表す。単
一ダウンリンクコードワードに対する応答としてＡＣＫ／ＮＡＣＫ　１ビットが伝送され
、２つのダウンリンクコードワードに対する応答としてＡＣＫ／ＮＡＣＫ　２ビットが伝
送される。
【００３９】
　　－ＣＱＩ（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｑｕａｌｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）：ダウンリンク
チャネルに対するフィードバック情報である。ＭＩＭＯ（Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｉｎｐｕｔ
　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｏｕｔｐｕｔ）関連フィードバック情報は、ＲＩ（Ｒａｎｋ　Ｉｎ
ｄｉｃａｔｏｒ）及びＰＭＩ（Ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　Ｍａｔｒｉｘ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ
）を含む。サブフレーム当たり２０ビットが使用される。
【００４０】
　端末がサブフレームで伝送できる制御情報（ＵＣＩ）の量は、制御情報伝送に使用可能
なＳＣ－ＦＤＭＡの個数に依存する。制御情報伝送に使用可能なＳＣ－ＦＤＭＡは、サブ
フレームにおいて参照信号伝送のためのＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを除いた残りのＳＣ－Ｆ
ＤＭＡシンボルを意味し、ＳＲＳ（Ｓｏｕｎｄｉｎｇ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａ
ｌ）が設定されたサブフレームの場合、サブフレームの最後のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルも
除外される。参照信号は、ＰＵＣＣＨのコヒーレント検出に用いられる。ＰＵＣＣＨは、
伝送される情報によって７個のフォーマットを支援する。
【００４１】
　表１は、ＬＴＥにおいてＰＵＣＣＨフォーマットとＵＣＩとのマッピング関係を表す。
【００４２】
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【表１】

　図５は、ＰＵＣＣＨフォーマットをＰＵＣＣＨ領域に物理的にマッピングする例を示す
図である。
【００４３】
　図５を参照すると、ＰＵＣＣＨフォーマットは、バンド－エッジ（ｅｄｇｅ）から始ま
って内側に、ＰＵＣＣＨフォーマット２／２ａ／２ｂ（ＣＱＩ）（例、ＰＵＣＣＨ領域ｍ
＝０、１）、ＰＵＣＣＨフォーマット２／２ａ／２ｂ（ＣＱＩ）またはＰＵＣＣＨフォー
マット１／１ａ／１ｂ（ＳＲ／ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）（例、存在する場合、ＰＵ
ＣＣＨ領域ｍ＝２）、及びＰＵＣＣＨフォーマット１／１ａ／１ｂ（ＳＲ／ＨＡＲＱ　Ａ
ＣＫ／ＮＡＣＫ）（例、ＰＵＣＣＨ領域ｍ＝３、４、５）の順にＲＢ上にマッピングされ
て伝送される。ＰＵＣＣＨフォーマット２／２ａ／２ｂ（ＣＱＩ）に使用可能なＰＵＣＣ
Ｈ　ＲＢの個数は、セル内でブロードキャストシグナリングを通じて端末に伝送される。
【００４４】
　端末がＣＱＩを報告する周期（ｐｅｒｉｏｄｉｃｉｔｙ）及び頻度（ｆｒｅｑｕｅｎｃ
ｙ　ｒｅｓｏｌｕｔｉｏｎ）は、基地局により制御される。時間ドメインで周期的ＣＱＩ
報告方式及び非周期的ＣＱＩ報告方式が支援される。ＰＵＣＣＨフォーマット２は、周期
的ＣＱＩ報告に用いられる。ただし、周期的ＣＱＩ報告において、ＣＱＩ伝送が予定され
ているサブフレームに、ＰＵＳＣＨがスケジューリングされているとすれば、ＣＱＩはデ
ータにピギーバックされた後にＰＵＳＣＨを通じて伝送される。非周期的ＣＱＩ報告には
ＰＵＳＣＨが用いられる。このために、基地局は端末に、個別ＣＱＩ報告をアップリンク
データ伝送のためにスケジューリングされたリソース（すなわち、ＰＵＳＣＨ）に埋め込
んで（ｅｍｂｅｄｄｅｄ）伝送するように指示する。
【００４５】
　図６は、ＰＵＣＣＨフォーマット２／２ａ／２ｂのスロットレベル構造を示す図である
。ＰＵＣＣＨフォーマット２／２ａ／２ｂは、ＣＱＩ伝送に用いられる。ノーマル（ｎｏ
ｒｍａｌ）ＣＰ（Ｃｙｃｌｉｃ　Ｐｒｅｆｉｘ）である場合、スロット内でＳＣ－ＦＤＭ
Ａ＃１及び＃５は、ＤＭ　ＲＳ（Ｄｅｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉ
ｇｎａｌ）伝送に用いられる。拡張（ｅｘｔｅｎｄｅｄ）ＣＰである場合、スロット内で
ＳＣ－ＦＤＭＡ＃３のみがＤＭ　ＲＳ伝送に用いられる。
【００４６】
　図６を参照すると、サブフレームレベルにおいて１０ビットＣＱＩ情報がレート１／２
パンクチャリングされた（２０，ｋ）Ｒｅｅｄ－Ｍｕｌｌｅｒコードを用いて、２０個の
コーディング（ｃｏｄｅｄ）ビットにチャネルコーディングされる（図示せず）。その後
、コーディングビットは、スクランブル（図示せず）を経て、ＱＰＳＫ（Ｑｕａｄｒａｔ
ｕｒｅ　Ｐｈａｓｅ　Ｓｈｉｆｔ　Ｋｅｙｉｎｇ）コンステレーション（ｃｏｎｓｔｅｌ
ｌａｔｉｏｎ）にマッピングされる（ＱＰＳＫ変調）。スクランブルは、ＰＵＳＣＨデー
タの場合と同様に、長さ－３１ゴールドシーケンスを用いて行えばよい。１０個のＱＰＳ
Ｋ変調シンボルが生成され、各スロットで５個のＱＰＳＫ変調シンボル（ｄ０～ｄ４）が
、該当のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを通じて伝送される。それぞれのＱＰＳＫ変調シンボル
は、ＩＦＦＴ（Ｉｎｖｅｒｓｅ　Ｆａｓｔ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ）の前
に、長さ－１２のベース（ｂａｓｅ）ＲＳシーケンス（ｒｕ，０）を変調するのに用いら
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れる。結果として、ＲＳシーケンスは、ＱＰＳＫ変調シンボルの値によって時間ドメイン
で巡回シフトされる（ｄｘ＊ｒｕ，０、ｘ＝０～４）。ＱＰＳＫ変調シンボルとかけられ
たＲＳシーケンスは巡回シフトされる（ａｃｓ，ｘ、ｘ＝１，５）。巡回シフトの個数が
Ｎである場合、同じＣＱＩ　ＰＵＣＣＨ　ＲＢ上にＮ個の端末が多重化されてよい。ＤＭ
　ＲＳシーケンスは、周波数ドメインでＣＱＩシーケンスに似ているが、ＣＱＩ変調シン
ボルにより変調されない。
【００４７】
　ＣＱＩの周期的報告のためのパラメータ／リソースは、上位層（例、ＲＲＣ）シグナリ
ングによって半－静的（ｓｅｍｉ－ｓｔａｔｉｃ）に構成される。例えば、ＣＱＩ伝送の
ためにＰＵＣＣＨリソースインデックスｎ（２）

ＰＵＣＣＨが設定されたとすれば、ＣＱ
Ｉは、ＰＵＣＣＨリソースインデックスｎ（２）

ＰＵＣＣＨにリンクされたＣＱＩ　ＰＵ
ＣＣＨ上で周期的に伝送される。ＰＵＣＣＨリソースインデックスｎ（２）

ＰＵＣＣＨは
、ＰＵＣＣＨ　ＲＢと巡回シフト（ａｃｓ）を指示する。
【００４８】
　図７には、ＰＵＣＣＨフォーマット１ａ／１ｂのスロットレベル構造を示す。ＰＵＣＣ
Ｈフォーマット１ａ／１ｂは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ伝送に用いられる。ノーマルＣＰである
場合、ＳＣ－ＦＤＭＡ＃２／＃３／＃４がＤＭ　ＲＳ（Ｄｅｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　Ｒｅ
ｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）伝送に用いられる。拡張ＣＰである場合、ＳＣ－ＦＤＭ
Ａ＃２／＃３がＤＭ　ＲＳ伝送に用いられる。したがって、スロットで４個のＳＣ－ＦＤ
ＭＡシンボルがＡＣＫ／ＮＡＣＫ伝送に用いられる。便宜上、ＰＵＣＣＨフォーマット１
ａ／１ｂをＰＵＣＣＨフォーマット１とする。
【００４９】
　図７を参照すると、１ビット［ｂ（０）］及び２ビット［ｂ（０）ｂ（１）］ＡＣＫ／
ＮＡＣＫ情報はそれぞれ、ＢＰＳＫ及びＱＰＳＫ変調方式によって変調され、一つのＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫ変調シンボルが生成される（ｄ０）。ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報においてそれぞ
れのビット［ｂ（ｉ）、ｉ＝０、１］は、該当のＤＬ伝送ブロックに対するＨＡＲＱ応答
を表し、ポジティブＡＣＫの場合、該当のビットは１と与えられ、ネガティブＡＣＫ（Ｎ
ＡＣＫ）の場合、該当のビットは０と与えられる。表２は、既存ＬＴＥにおいてＰＵＣＣ
Ｈフォーマット１ａ及び１ｂのために定義された変調テーブルを表す。
【００５０】
【表２】

　ＰＵＣＣＨフォーマット１ａ／１ｂは、上述したＣＱＩと同様に、周波数ドメインで巡
回シフト（ａｃｓ，ｘ）を行う他に、直交拡散コード（例、Ｗａｌｓｈ－Ｈａｄａｍａｒ
ｄまたはＤＦＴコード）（ｗ０，ｗ１，ｗ２，ｗ３）を用いて時間ドメイン拡散をする。
ＰＵＣＣＨフォーマット１ａ／１ｂの場合、周波数及び時間ドメインの両方においてコー
ド多重化が用いられるので、より多い端末が同一のＰＵＣＣＨ　ＲＢ上に多重化されるこ
とができる。
【００５１】
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　それぞれ異なる端末から伝送されるＲＳは、ＵＣＩと同じ方法を用いて多重化される。
ＰＵＣＣＨ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ　ＲＢのためのＳＣ－ＦＤＭＡシンボルで支援される巡回
シフトの個数は、セル－特定（ｃｅｌｌ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ）上位層シグナリングパラメ
ータ△ＰＵＣＣＨ

ｓｈｉｆｔにより構成されることができる。△ＰＵＣＣＨ
ｓｈｉｆｔ∈

｛１，２，３｝はそれぞれ、シフト値が１２、６及び４であることを示す。時間－ドメイ
ンＣＤＭでＡＣＫ／ＮＡＣＫに実際に使用可能な拡散コードの個数は、ＲＳシンボルの個
数により制限されることがある。少ない数のＲＳシンボルによってＲＳシンボルの多重化
容量（ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ　ｃａｐａｃｉｔｙ）がＵＣＩシンボルの多重化容量よ
りも小さいからである。
【００５２】
　図８には、ＡＣＫ／ＮＡＣＫのためのＰＵＣＣＨリソースを決定する例を示す。ＬＴＥ
システムにおいてＡＣＫ／ＮＡＣＫのためのＰＵＣＣＨリソースは、各端末にあらかじめ
割り当てられておらず、複数のＰＵＣＣＨリソースをセル内の複数の端末が、毎時点に分
けて使用する。具体的に、端末がＡＣＫ／ＮＡＣＫを伝送するのに使用するＰＵＣＣＨリ
ソースは、該当のダウンリンクデータに関するスケジューリング情報を搬送するＰＤＣＣ
Ｈに対応する。それぞれのダウンリンクサブフレームでＰＤＣＣＨが伝送される全体領域
は複数のＣＣＥ（Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｅｌｅｍｅｎｔ）で構成され、端末
に伝送されるＰＤＣＣＨは、一つ以上のＣＣＥで構成される。端末は、自身が受信したＰ
ＤＣＣＨを構成するＣＣＥのうち、特定ＣＣＥ（例、最初のＣＣＥ）に対応するＰＵＣＣ
Ｈリソースを通じてＡＣＫ／ＮＡＣＫを伝送する。
【００５３】
　図８を参照すると、ダウンリンクコンポーネントキャリア（ＤｏｗｎＬｉｎｋ　Ｃｏｍ
ｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ、ＤＬ　ＣＣ）においてそれぞれの四角形はＣＣＥを表し
、アップリンクコンポーネントキャリア（ＵｐＬｉｎｋ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒ
ｉｅｒ、ＵＬ　ＣＣ）においてそれぞれの四角形はＰＵＣＣＨリソースを表す。それぞれ
のＰＵＣＣＨインデックスは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫのためのＰＵＣＣＨリソースに対応する
。図８のように４～６番のＣＣＥで構成されたＰＤＣＣＨを通じてＰＤＳＣＨに関する情
報が伝達されるとすれば、端末は、ＰＤＣＣＨを構成する最初のＣＣＥである４番のＣＣ
Ｅに対応する４番のＰＵＣＣＨを通じてＡＣＫ／ＮＡＣＫを伝送する。図８は、ＤＬ　Ｃ
Ｃに最大Ｎ個のＣＣＥが存在する時に、ＵＬ　ＣＣに最大Ｍ個のＰＵＣＣＨが存在する場
合を例示している。Ｎ＝Ｍでもよいが、Ｍ値とＮ値を異なる値に設計し、ＣＣＥとＰＵＣ
ＣＨとのマッピングが重なるようにすることも可能である。
【００５４】
　特に、ＬＴＥシステムにおいてＰＵＣＣＨリソースインデックスは、下記のように定め
られる。
【００５５】
【数１】

　ここで、ｎ（１）
ＰＵＣＣＨは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ／ＤＴＸを伝送するためのＰＵＣＣ

Ｈフォーマット１のリソースインデックスを表し、Ｎ（１）
ＰＵＣＣＨは、上位層から伝

達されるシグナリング値を表し、ｎＣＣＥは、ＰＤＣＣＨ伝送に使われたＣＣＥインデッ
クスのうちの最小値を表す。ｎ（１）

ＰＵＣＣＨから、ＰＵＣＣＨフォーマット１ａ／１
ｂのための巡回シフト、直交拡散コード及びＰＲＢ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｒｅｓｏｕｒｃ
ｅ　Ｂｌｏｃｋ）が得られる。
【００５６】
　ＬＴＥシステムがＴＤＤ方式で動作する場合、端末は、それぞれ異なる時点のサブフレ
ームを通じて受信した複数のＰＤＳＣＨに対して、一つの多重化されたＡＣＫ／ＮＡＣＫ
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信号を伝送する。具体的に、端末は、ＰＵＣＣＨ選択伝送（ＰＵＣＣＨ　ｓｅｌｅｃｔｉ
ｏｎ）方式を用いて複数のＰＤＳＣＨに対して一つの多重化されたＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号
を伝送する。ＰＵＣＣＨ選択伝送は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ選択方式とも呼ばれる。ＰＵＣＣ
Ｈ選択伝送方式において、端末は複数のダウンリンクデータを受信した場合に、多重化さ
れたＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を伝送するために複数のアップリンク物理チャネルを占有する
。例えば、端末は、複数のＰＤＳＣＨを受信した場合に、それぞれのＰＤＳＣＨを指示す
るＰＤＣＣＨの特定ＣＣＥを用いて同一の数のＰＵＣＣＨを占有することができる。この
場合、占有した複数のＰＵＣＣＨのうち、いずれのＰＵＣＣＨを選択するかに関する情報
と、選択したＰＵＣＣＨに適用される変調／符号化された内容の組み合わせを用いて多重
化されたＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を伝送することができる。
【００５７】
　表３は、ＬＴＥシステムに定義されたＰＵＣＣＨ選択伝送方式を表す。
【００５８】
【表３】

　表３で、ＡＣＫ（ｉ）は、ｉ－番目のデータユニット（０≦ｉ≦３）のＨＡＲＱ　ＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫ／ＤＴＸ結果を表す。ＤＴＸ（Ｄｉｓｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　Ｔｒａｎｓｍ
ｉｓｓｉｏｎ）は、ＡＣＫ（ｉ）に対応するデータユニットの伝送がない場合、または、
端末がＨＡＲＱ－ＡＣＫ（ｉ）に対応するデータユニットの存在を検出できなかった場合
を表す。それぞれのデータユニットと関連して最大４個のＰＵＣＣＨリソース（すなわち
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、ｎ（１）
ＰＵＣＣＨ，０～ｎ（１）

ＰＵＣＣＨ，３）が占有されてよい。多重化された
ＡＣＫ／ＮＡＣＫは、占有されたＰＵＣＣＨリソースから選択された一つのＰＵＣＣＨリ
ソースを通じて伝送される。表３に記載されたｎ（１）

ＰＵＣＣＨ，Ｘは、実際にＡＣＫ
／ＮＡＣＫを伝送するのに用いられるＰＵＣＣＨリソースを表す。ｂ（０），ｂ（１）は
、選択されたＰＵＣＣＨリソースを通じて伝送される２ビットを表し、ＱＰＳＫ方式で変
調される。例えば、端末が４個のデータユニットを成功的に複号した場合、端末はｎ（１

）
ＰＵＣＣＨ，１と連結されたＰＵＣＣＨリソースを通じて（１，１）を基地局に伝送す

る。ＰＵＣＣＨリソース及びＱＰＳＫシンボルの組み合わせが可能なＡＣＫ／ＮＡＣＫ仮
定を全て表すには足りないので、一部の場合を除いてはＮＡＣＫとＤＴＸはカップリング
される（ＮＡＣＫ／ＤＴＸ、Ｎ／Ｄ）。
【００５９】
　図９には、キャリア集約（Ｃａｒｒｉｅｒ　Ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ、ＣＡ）通信シス
テムを例示する。ＬＴＥ－Ａシステムは、より広い周波数帯域のために複数のアップリン
ク／ダウンリンク周波数ブロックを束ねて、より大きいアップリンク／ダウンリンク帯域
幅を使用するキャリア集約（ｃａｒｒｉｅｒ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎまたはｂａｎｄｗ
ｉｄｔｈ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）技術を用いる。各周波数ブロックはコンポーネント
キャリア（Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ、ＣＣ）を用いて伝送される。コンポー
ネントキャリアは、該当の周波数ブロックのためのキャリア周波数（または中心キャリア
、中心周波数）と理解すればよい。
【００６０】
　図９を参照すると、複数のアップリンク／ダウンリンクコンポーネントキャリア（Ｃｏ
ｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ、ＣＣ）を束ねて、より広いアップリンク／ダウンリン
ク帯域幅を支援することができる。それぞれのＣＣは周波数領域で互いに隣接または非－
隣接することができる。各コンポーネントキャリアの帯域幅は、独立的に定められてよい
。ＵＬ　ＣＣの個数とＤＬ　ＣＣの個数とが異なる非対称キャリア集約も可能である。例
えば、ＤＬ　ＣＣが２個、ＵＬ　ＣＣが１個である場合には、２：１に対応するように構
成可能である。ＤＬ　ＣＣ／ＵＬ　ＣＣリンクは、システムに固定していたり、半－静的
に構成されたりすることができる。また、システム全体帯域がＮ個のＣＣで構成されても
、特定端末がモニタリング／受信できる周波数帯域は、Ｍ（＜Ｎ）個のＣＣに限定するこ
とができる。キャリア集約に対する様々なパラメータは、セル特定（ｃｅｌｌ－ｓｐｅｃ
ｉｆｉｃ）、端末グループ特定（ＵＥ　ｇｒｏｕｐ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ）または端末特定
（ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ）方式で設定されてよい。一方、制御情報は、特定ＣＣを通じ
てのみ送受信されるように設定することができる。このような特定ＣＣをプライマリＣＣ
（Ｐｒｉｍａｒｙ　ＣＣ、ＰＣＣ）（またはアンカーＣＣ）と呼び、残りのＣＣをセカン
ダリＣＣ（Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ＣＣ、ＳＣＣ）と呼ぶことができる。
【００６１】
　ＬＴＥ－Ａは、無線リソースを管理するためにセル（ｃｅｌｌ）の概念を使用する。セ
ルは、ダウンリンクリソース及びアップリンクリソースの組み合わせと定義され、アップ
リンクリソースは必須要素ではない。したがって、セルは、ダウンリンクリソース単独、
またはダウンリンクリソースとアップリンクリソースとから構成されることがある。キャ
リア集約が支援される場合、ダウンリンクリソースのキャリア周波数（または、ＤＬ　Ｃ
Ｃ）とアップリンクリソースのキャリア周波数（または、ＵＬ　ＣＣ）間のリンケージ（
ｌｉｎｋａｇｅ）は、システム情報により指示されてよい。プライマリ周波数（またはＰ
ＣＣ）上で動作するセルをプライマリセル（Ｐｒｉｍａｒｙ　Ｃｅｌｌ、ＰＣｅｌｌ）と
呼び、セカンダリ周波数（またはＳＣＣ）上で動作するセルをセカンダリセル（Ｓｅｃｏ
ｎｄａｒｙＣｅｌｌ、ＳＣｅｌｌ）と呼ぶことができる。ＰＣｅｌｌは、端末が初期接続
設定（ｉｎｉｔｉａｌ　ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎｅ　ｓｔａｂｌｉｓｈｍｅｎｔ）過程を行
ったり接続再－設定過程を行うのに用いられる。ＰＣｅｌｌは、ハンドオーバー過程で指
示されたセルを指すこともできる。ＳＣｅｌｌは、ＲＲＣ接続設定後に構成可能であり、
追加的な無線リソースを提供するのに用いられてよい。ＰＣｅｌｌとＳＣｅｌｌはサービ
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ングセルと総称することができる。したがって、ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ状態にある
が、キャリア集約が設定されていない、または、キャリア集約を支援しない端末の場合、
ＰＣｅｌｌのみで構成されたサービングセルが只一つ存在する。これに対し、ＲＲＣ＿Ｃ
ＯＮＮＥＣＴＥＤ状態にあり、キャリア集約が設定された端末の場合、一つ以上のサービ
ングセルが存在し、全体サービングセルにはＰＣｅｌｌと全体ＳＣｅｌｌが含まれる。キ
ャリア集約のために、ネットワークは初期保安活性化（ｉｎｉｔｉａｌ　ｓｅｃｕｒｉｔ
ｙ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ）過程が開始された後、接続設定過程で初期に構成されるＰＣ
ｅｌｌに加えて、一つ以上のＳＣｅｌｌを、キャリア集約を支援する端末のために構成す
ることができる。
【００６２】
　図１０には、複数のキャリアが束ねられた場合のスケジューリングを例示する。３個の
ＤＬ　ＣＣが束ねられたと仮定する。ＤＬ　ＣＣ　ＡがＰＤＣＣＨ　ＣＣに設定されたと
する。ＤＬ　ＣＣ　Ａ～Ｃは、サービングＣＣ、サービングキャリア、サービングセル等
と呼ぶことができる。ＣＩＦがディセーブルされた場合、それぞれのＤＬ　ＣＣはＬＴＥ
　ＰＤＣＣＨ規則に従って、ＣＩＦなしで自身のＰＤＳＣＨをスケジューリングするＰＤ
ＣＣＨのみを伝送することができる。反面、端末－特定（または端末－グループ－特定ま
たはセル－特定）上位層のシグナリングによりＣＩＦがイネーブルされた場合、ＤＬ　Ｃ
Ｃ　Ａ（ＰＤＣＣＨ　ＣＣ）は、ＣＩＦを用いてＤＬ　ＣＣ　ＡのＰＤＳＣＨをスケジュ
ーリングするＰＤＣＣＨだけでなく、他のＣＣのＰＤＳＣＨをスケジューリングするＰＤ
ＣＣＨも伝送することができる。この場合、ＰＤＣＣＨ　ＣＣに設定されないＤＬ　ＣＣ
　Ｂ／ＣではＰＤＣＣＨが伝送されない。したがって、ＤＬ　ＣＣ　Ａ（ＰＤＣＣＨ　Ｃ
Ｃ）は、ＤＬ　ＣＣ　Ａと関連したＰＤＣＣＨサーチスペース、ＤＬ　ＣＣ　Ｂと関連し
たＰＤＣＣＨサーチスペース、及びＤＬ　ＣＣＣと関連したＰＤＣＣＨサーチスペースを
全て含まなければならない。
【００６３】
　ＬＴＥ－Ａは、複数のＤＬ　ＣＣを通じて伝送された複数のＰＤＳＣＨに対する複数の
ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報／信号を、特定ＵＬ　ＣＣ（例、ＵＬ　ＰＣＣまたはＵＬ　ＰＣｅ
ｌｌ）を通じてフィードバックすることを考慮している。説明のために、端末が、あるＤ
Ｌ　ＣＣでＳＵ－ＭＩＭＯ（Ｓｉｎｇｌｅ　Ｕｓｅｒ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｉｎｐｕｔ　
Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｏｕｔｐｕｔ）モードで動作して２個の符号語（あるいは、伝送ブロ
ック）を受信するとしよう。この場合、端末は、該当のＤＬ　ＣＣに対してＡＣＫ／ＡＣ
Ｋ、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ、ＮＡＣＫ／ＡＣＫ、ＮＡＣＫ／ＮＡＣＫの総４個のフィードバッ
ク状態、あるいはＤＴＸまで含めて最大５個のフィードバック状態を伝送できるものでな
ければならない。もし、該当のＤＬ　ＣＣが単一符号語（あるいは、伝送ブロック）を支
援するように設定された場合、該当のＤＬ　ＣＣに対してＡＣＫ、ＮＡＣＫ、ＤＴＸの最
大３つの状態が存在する。もし、ＮＡＣＫをＤＴＸと同一に処理すると、該当のＤＬ　Ｃ
Ｃに対してＡＣＫ、ＮＡＣＫ／ＤＴＸの総２個のフィードバック状態が存在するようにな
る。したがって、端末が最大５個のＤＬ　ＣＣを束ね、全てのＣＣでＳＵ－ＭＩＭＯモー
ドで動作するとすれば、最大５５個の伝送可能なフィードバック状態を有することができ
、これを表現するためのＡＣＫ／ＮＡＣＫペイロードサイズは、総１２ビットとなる。も
し、ＤＴＸをＮＡＣＫと同一に処理すると、フィードバック状態数は４５個になり、これ
を表現するためのＡＣＫ／ＮＡＣＫペイロードサイズは総１０ビットとなる。
【００６４】
　このために、ＬＴＥ－Ａでは、複数のＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報をチャネルコーディング（
例、Ｒｅｅｄ－Ｍｕｌｌｅｒ　ｃｏｄｅ、Ｔａｉｌ－ｂｉｔｉｎｇ　ｃｏｎｖｏｌｕｔｉ
ｏｎａｌｃｏｄｅ等）した後、ＰＵＣＣＨフォーマット２、または新しいＰＵＣＣＨフォ
ーマット（例、ブロック－拡散ベースのＰＵＣＣＨフォーマット）を用いて複数のＡＣＫ
／ＮＡＣＫ情報／信号を伝送することが議論されている。また、ＬＴＥ－Ａでは、マルチ
キャリア状況で既存のＰＵＣＣＨフォーマット１ａ／１ｂとＡＣＫ／ＮＡＣＫ多重化（す
なわち、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ選択）方法を用いて複数のＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報／信号を伝送
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することが議論されている。
【００６５】
　一方、既存ＬＴＥ　ＴＤＤシステムにおいてＡＣＫ／ＮＡＣＫ多重化（すなわち、ＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫ選択）方法は、ＰＵＣＣＨリソース確保のためにそれぞれのＰＤＳＣＨをス
ケジューリングするそれぞれのＰＤＣＣＨに対応する（すなわち、最小ＣＣＥインデック
スにリンクされた）ＰＵＣＣＨリソースを使用する暗黙的ＡＣＫ／ＮＡＣＫ選択方式を用
いる。しかし、それぞれ異なるＲＢ内のＰＵＣＣＨリソースを用いて暗黙的ＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫ選択方式を適用する場合、性能劣化が生じることがある。そこで、ＬＴＥ－Ａでは、
ＲＲＣシグナリングなどを通じて各端末にあらかじめ予約されたＰＵＣＣＨリソース、好
ましくは、同一ＲＢまたは隣接ＲＢ内の複数のＰＵＣＣＨリソースを使用する明示的ＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫ選択方式が議論されている。
【００６６】
　しかし、明示的ＡＣＫ／ＮＡＣＫ選択方式を適用して複数のＣＣに対するＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫを伝送する場合、基地局から実際にスケジューリングされたＣＣの個数は一つである
にもかかわらず、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ伝送のために明示的に予約された複数のリソースが用
いられる。例えば、複数のＤＬ　ＣＣのうち、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ伝送ＵＬ　ＣＣにリンク
されているＤＬ　ＣＣ（すなわち、プライマリ／アンカーＤＬ　ＣＣ）一つのみがスケジ
ューリングされる場合、暗黙的に指定される（すなわち、ＰＤＣＣＨが伝送された最小Ｃ
ＣＥインデックスにリンクされている）ＰＵＣＣＨリソース（すなわち、ＰＵＣＣＨフォ
ーマット１ａ／１ｂ）が可用であるにもかかわらず、余分に明示的ＰＵＣＣＨリソースを
使用する状況が発生することがある。より包括的にいうと、プライマリ／アンカーＤＬ　
ＣＣを含めて一つあるいは複数のＣＣが同時にスケジューリングされても、プライマリ／
アンカーＤＬ　ＣＣ以外の残りＣＣに対していずれもＮＡＣＫあるいはＤＴＸである場合
が存在でき、この場合にも、余分に明示的ＰＵＣＣＨリソースを使用することになる。
【００６７】
　一方、ＬＴＥ－Ａは、キャリア構成を変更することができ、そのため、基地局と端末間
にＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報の不一致が発生することがある。図１０に、ＤＬ　ＣＣ変更区間
における基地局及び端末の動作を例示する。
【００６８】
　図１１を参照すると、基地局がＲＲＣ再構成あるいはＬ１／Ｌ２制御シグナリングによ
って端末が利用可能なＤＬ　ＣＣを変更する場合、基地局と端末間に、変更されたＤＬ　
ＣＣを適用するタイミングが互いに異なることがある。例えば、基地局が、端末が利用可
能なＣＣの個数を３から２に変更する場合、基地局がＤＬ　ＣＣの個数を３から２に変更
してダウンリンクデータを伝送する時点と、端末がサービングＤＬ　ＣＣの個数を３から
２に変更する時点とが異なることがある。また、基地局がＣＣ個数の変更を指示しても、
端末が当該指示を受信するのに失敗すると、端末の知っているＤＬ　ＣＣの個数と基地局
の知っているＤＬ　ＣＣの個数とが異なる時間区間が発生することがある。
【００６９】
　そのため、基地局は２個のＤＬ　ＣＣに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫを期待しているが、端
末は３個のＤＬ　ＣＣに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫを伝送する場合が生じうる。逆に、基地
局は３個のＤＬ　ＣＣに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫを期待しているが、端末は２個のＤＬ　
ＣＣに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫのみを基地局に伝送する場合も生じることがある。基地局
がＤＬ　ＣＣの個数を２と知っている間に、端末が３個のＤＬ　ＣＣに対するＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫを伝送すると、基地局は、端末から受信したＡＣＫ／ＮＡＣＫに対して２個のＤＬ
　ＣＣに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫを基準に復調を試みる。この場合、ＡＣＫ／ＮＡＣＫが
正確に復調されないという問題が生じる。すなわち、ＤＬ　ＣＣ構成の混同により基地局
と端末間にＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報の不一致が発生することがある。
【００７０】
　以下、図面を参照して、複数のＣＣ（言い換えると、キャリア、周波数リソース、セル
等）が束ねられた場合にアップリンク制御情報、好ましくはＡＣＫ／ＮＡＣＫを效率的に
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伝送する方案、そのためのリソース割当方案について説明する。説明の便宜上、以下の説
明は、一つの端末に２個のＣＣが構成された場合を仮定する。また、ＣＣがｎｏｎ－ＭＩ
ＭＯモードに設定された場合、該当のＣＣのサブフレームｋで最大１個の伝送ブロック（
あるいは符号語）を伝送できると仮定する。また、ＣＣがＭＩＭＯモードに設定された場
合、該当のＣＣのサブフレームｋで最大ｍ個（例、２個）の伝送ブロック（あるいは符号
語）を伝送できると仮定する。ＣＣがＭＩＭＯモードに設定されたか否かは、上位層によ
り設定された伝送モードを用いて判断することができる。また、該当のＣＣに対するＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫの個数は、実際に伝送された伝送ブロック（あるいは符号語）の個数によら
ず、該当のＣＣに対して設定された伝送モードによって１個（ｎｏｎ－ＭＩＭＯ）または
ｍ個（ＭＩＭＯ）のＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報が生成されると仮定する。
【００７１】
　本明細書で、ＨＡＲＱ－ＡＣＫは、データブロックに対する受信応答結果、すなわち、
ＡＣＫ／ＮＡＣＫ／ＤＴＸ応答（簡単に、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ応答）を表す。ＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫ／ＤＴＸ応答は、ＡＣＫ、ＮＡＣＫ、ＤＴＸまたはＮＡＣＫ／ＤＴＸを意味する。ま
た、“特定ＣＣに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫ”あるいは“特定ＣＣのＨＡＲＱ－ＡＣＫ”と
は、該当のＣＣと関連した（例、該当ＣＣにスケジューリングされた）データブロック（
例、ＰＤＳＣＨ）に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ／ＤＴＸ応答（簡単に、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ応
答）を表す。また、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ状態は、複数のＨＡＲＱ－ＡＣＫに対応する組み合
わせを意味する。ここで、ＰＤＳＣＨは、伝送ブロックあるいは符号語に代替可能である
。一方、ＬＴＥ－Ａで、ＤＬ　ＰＣＣは、セルフ－キャリアスケジューリングのみ可能で
ある。したがって、ＤＬ　ＰＣＣ上のＰＤＳＣＨをスケジューリングするＰＤＣＣＨは、
ＤＬ　ＰＣＣ上でのみ伝送される。反面、ＤＬＳＣＣは、クロス－キャリアスケジューリ
ングが可能である。したがって、ＤＬＳＣＣ上のＰＤＳＣＨをスケジューリングするＰＤ
ＣＣＨは、ＤＬ　ＰＣＣ上で伝送されたり（クロス－キャリアスケジューリング）、ある
いは、該当のＤＬＳＣＣ上で伝送される（セルフ－キャリアスケジューリング）。
【００７２】
　上述の問題を解決するために、本発明は、複数のＣＣに対する複数のＡＣＫ／ＮＡＣＫ
伝送のためにＡＣＫ／ＮＡＣＫ選択方式を適用するとき、少なくとも、ＤＬ　ＰＣＣ（言
い換えると、ＤＬ　ＰＣｅｌｌ）を含めて一つあるいは複数のＣＣがスケジューリングさ
れる時、ＤＬ　ＰＣＣ以外の残りのＣＣ（すなわち、ＤＬ　ＳＣＣ）（言い換えると、Ｄ
Ｌ　ＳＣｅｌｌ）に対していずれもＮＡＣＫあるいはＤＴＸである場合には、ＤＬ　ＰＣ
ＣをスケジューリングするＰＤＣＣＨにリンクされた暗黙的ＰＵＣＣＨリソース（例、数
学式１参照）を用いてＡＣＫ／ＮＡＣＫを伝送することを提案する。換言すれば、ＡＣＫ
／ＮＡＣＫ状態マッピングの設計時に、ＤＬ　ＰＣＣ（あるいはＤＬ　ＰＣＣの各ＣＷ）
に対しては“Ａ”または“Ｎ”であり、ＤＬ　ＳＣＣ（あるいはＤＬ　ＳＣＣの各ＣＷ）
に対していずれも“Ｎ／Ｄ”であるＡＣＫ／ＮＡＣＫ状態は、明示的ＰＵＣＣＨリソース
の代わりに、既存ＬＴＥに定義された方式によってＤＬ　ＰＣＣのためのＰＤＣＣＨにリ
ンクされた暗黙的ＰＵＣＣＨリソースを使用するように制限されてよい（便宜上、“ＰＣ
Ｃフォールバック”と呼ぶ）。特徴的に、ＰＣＣフォールバック時に、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ
状態伝送に用いられるＰＵＣＣＨフォーマット及び該ＰＵＣＣＨフォーマットを通じて伝
送される変調シンボルは、既存ＬＴＥに定義された方式に従うように制限可能である。例
えば、ＰＣＣフォールバック時に、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ状態は、図７を参照して例示したＰ
ＵＣＣＨフォーマット１ｂ及び変調テーブル（表２参照）を用いて伝送されてよい。
【００７３】
　より具体的に、まず、ＰＣＣの伝送モードがｎｏｎ－ＭＩＭＯモード（単一ＣＷ）に設
定されている場合について説明する。ＰＣＣに対して“Ａ”または“Ｎ”であり、ＳＣＣ
（あるいはＳＣＣの各ＣＷ）に対していずれも“Ｎ／Ｄ”である２個のＡＣＫ／ＮＡＣＫ
状態を仮定する。この場合、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ状態は、ＰＣＣをスケジューリングするＰ
ＤＣＣＨにリンクされている暗黙的ＰＵＣＣＨリソース上の２個のコンステレーションポ
イントにマッピングされる。ここで、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ状態のための２個のコンステレー
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ションポイントは、好ましくは、単一ＣＣで単一ＣＷ伝送に対するＰＵＣＣＨフォーマッ
ト１ａ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ伝送のために定義された２個のコンステレーションポイントと
同一となるように制限される。あるいは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ状態のための２個のコンステ
レーションポイントは、単一ＣＣでＰＵＣＣＨフォーマット１ｂ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ伝送
のために定義された４個のコンステレーションポイントのうち、“ＡＡ”及び“ＮＮ”の
ための２個のコンステレーションポイントと同一となるように制限される。すなわち、コ
ンステレーション上でＡＣＫ／ＮＡＣＫ状態のマッピング位置は、ＰＣＣの“Ａ”、“Ｎ
”を基準に決定される。好ましくは、コンステレーション上で、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ状態の
マッピング位置は、ＰＣＣの“Ａ”、“Ｎ”がＰＵＣＣＨフォーマット１ａのための“Ａ
”、“Ｎ”と同じ位置、あるいは、ＰＵＣＣＨフォーマット１ｂのための“ＡＡ”、“Ｎ
Ｎ”と同じ位置に置かれるように制限される。
【００７４】
　次に、ＰＣＣがＭＩＭＯモード（例、２個のＣＷあるいは２個のＴＢ）に設定されてい
る場合について説明する。ＰＣＣに対して“Ａ＋Ａ”または“Ａ＋Ｎ”または“Ｎ＋Ａ”
または“Ｎ＋Ｎ”であり、ＳＣＣ（あるいはＳＣＣの各ＣＷ）に対していずれも“Ｎ／Ｄ
”である４個のＡＣＫ／ＮＡＣＫ状態を仮定する。この場合、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ状態は、
ＰＣＣをスケジューリングするＰＤＣＣＨにリンクされている暗黙的ＰＵＣＣＨリソース
上の４個のコンステレーションポイントにマッピングされる。ここで、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ
状態のための４個のコンステレーションポイントは、好ましくは、単一ＣＣで２個のＣＷ
伝送に対するＰＵＣＣＨフォーマット１ｂ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ伝送のために定義された４
個のコンステレーションポイントと同一である。コンステレーション上でＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋ状態がマッピングされる位置は、ＰＣＣの各ＣＷの“Ａ”、“Ｎ”を基準に決定される
。本明細書で、ＰＣＣの“Ｎ”は、ＮＡＣＫ、ＤＴＸまたはＮＡＣＫ／ＤＴＸを含む。好
ましくは、コンステレーション上で、ＰＣＣの各ＣＷの“Ａ”、“Ｎ”は、ＰＵＣＣＨフ
ォーマット１ｂのための各ＣＷの“Ａ”、“Ｎ”と同じ位置にマッピングされる。
【００７５】
　図１２には、既存ＬＴＥに係る単一ＣＣにおける単一／２個のＣＷ伝送に対するＰＵＣ
ＣＨフォーマット１ａ／１ｂベースのＡＣＫ／ＮＡＣＫ選択方式を例示する。図１３には
、３個のＣＣ（ＰＣＣ、ＣＣ１、ＣＣ２）が束ねられた状況でＰＣＣがｎｏｎ－ＭＩＭＯ
またはＭＩＭＯ伝送モードに設定された場合、本発明の一実施例に係るＡＣＫ／ＮＡＣＫ
伝送方法を例示する。便宜上、本例においてＳＣＣ（すなわち、ＣＣ１、ＣＣ２）は両方
も、ｎｏｎ－ＭＩＭＯモードに設定されているとする。
【００７６】
　図１２及び図１３を参照すると、ｎｏｎ－ＭＩＭＯモードＰＣＣに対して“Ａ”または
“Ｎ”であり、ＳＣＣに対していずれも“Ｎ／Ｄ”であるＡＣＫ／ＮＡＣＫ状態には、“
明示的ＡＣＫ／ＮＡＣＫ選択”方式が適用されない（すなわち、ＰＣＣフォールバック）
。すなわち、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ状態（ＰＣＣ、ＣＣ１、ＣＣ２）＝（Ａ、Ｎ／Ｄ、Ｎ／Ｄ
）、（Ｎ、Ｎ／Ｄ、Ｎ／Ｄ）は、ＰＣＣをスケジューリングするＰＤＣＣＨにリンクされ
た暗黙的ＰＵＣＣＨリソースにマッピング／伝送される。この場合、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ状
態とコンステレーションポイントとのマッピング関係は、ＰＣＣに対するＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋを基準に、図１２に示す既存ＬＴＥの規則に従う。
【００７７】
　また、ＭＩＭＯモードＰＣＣに対して“Ａ＋Ａ”または“Ａ＋Ｎ”または“Ｎ＋Ａ”ま
たは“Ｎ＋Ｎ”であり、ＳＣＣに対していずれも“Ｎ／Ｄ”であるＡＣＫ／ＮＡＣＫ状態
には、“明示的ＡＣＫ／ＮＡＣＫ選択”方式が適用されない（すなわち、ＰＣＣフォール
バック）。この場合、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ状態とコンステレーションポイントとのマッピン
グ関係は、ＰＣＣに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫを基準に、図１２に示す既存ＬＴＥの規則に
従う。すなわち、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ状態（ＰＣＣ　ＣＷ１、ＰＣＣ　ＣＷ２、ＣＣ１、Ｃ
Ｃ２）＝（Ａ、Ａ、Ｎ／Ｄ、Ｎ／Ｄ）、（Ａ、Ｎ、Ｎ／Ｄ、Ｎ／Ｄ）、（Ｎ、Ａ、Ｎ／Ｄ
、Ｎ／Ｄ）、（Ｎ、Ｎ、Ｎ／Ｄ、Ｎ／Ｄ）は、ＰＣＣをスケジューリングするＰＤＣＣＨ
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にリンクされた暗黙的ＰＵＣＣＨリソースにマッピング／伝送される。
【００７８】
　ＰＣＣがＭＩＭＯモードに設定されても、ＰＣＣ上で伝送される一つまたは複数のＰＤ
ＳＣＨは、一つのＰＣＣ　ＰＤＣＣＨを通じてスケジューリングされる。したがって、Ｐ
ＣＣと関連したＡＣＫ／ＮＡＣＫの伝送のために一つの暗黙的ＰＵＣＣＨリソースが占有
される。
【００７９】
　表４及び表５には、図１３によるＡＣＫ／ＮＡＣＫ状態マッピングテーブルを例示する
。表４及び表５は、全体ＡＣＫ／ＮＡＣＫ状態のうち、ＰＣＣフォールバックが行われる
一部状態を表す。残りのＡＣＫ／ＮＡＣＫ状態を伝送するのに用いられるＰＵＣＣＨリソ
ース及びビット値のマッピング関係は、本発明で任意に定義することができる。すなわち
、残りのＡＣＫ／ＮＡＣＫ状態を伝送するのに用いられるＰＵＣＣＨリソース及びビット
値のマッピング関係は、本発明においてｄｏｎ’ｔ　ｃａｒｅである。
【００８０】

【表４】

　ここで、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（０）は、ＰＣＣのＣＷ（あるいはＴＢ）に対するＡＣＫ／
ＮＡＣＫ／ＤＴＸ応答を表す。ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（１）は、ＳＣＣ１に対するＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫ／ＤＴＸ応答を表す。ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（２）は、ＳＣＣ２のＣＷ１に対するＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫ／ＤＴＸ応答を表す。ＡＣＫ／ＮＡＣＫ／ＤＴＸ応答は、ＡＣＫ、ＮＡＣＫ
、ＤＴＸまたはＮＡＣＫ／ＤＴＸを含む。ＰＣＣにおいてＮＡＣＫは、ＮＡＣＫ、ＤＴＸ
またはＮＡＣＫ／ＤＴＸを含む。ＡＣＫ／ＮＡＣＫ状態に対応するｄ［０］が暗黙的ＰＵ
ＣＣＨリソースを用いて伝送され、暗黙的ＰＵＣＣＨリソースは、ＰＣＣのＣＷ（あるい
はＴＢ）スケジューリングに使われたＰＤＣＣＨにリンクされる（例、数学式１参照）。
ＰＵＣＣＨフォーマット１ａ／１ｂ、好ましくは、ＰＵＣＣＨフォーマット１ｂが用いら
てよい。
【００８１】
【表５】

　ここで、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（０）は、ＰＣＣのＣＷ１（あるいはＴＢ１）に対するＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫ／ＤＴＸ応答を表し、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（１）は、ＰＣＣのＣＷ２（あるい
はＴＢ２）に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ／ＤＴＸ応答を表す。ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（２）はＳ
ＣＣ１に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ／ＤＴＸ応答を表す。ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（３）はＳＣＣ
２のＣＷ１に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ／ＤＴＸ応答を表す。ＡＣＫ／ＮＡＣＫ／ＤＴＸ応
答はＡＣＫ、ＮＡＣＫ、ＤＴＸまたはＮＡＣＫ／ＤＴＸを含む。ＰＣＣでＮＡＣＫはＮＡ
ＣＫ、ＤＴＸまたはＮＡＣＫ／ＤＴＸを含む。ＡＣＫ／ＮＡＣＫ状態に対応されるｄ［０
］が暗黙的ＰＵＣＣＨリソースを利用し伝送されて、暗黙的ＰＵＣＣＨリソースはＰＣＣ
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のＣＷ（あるいはＴＢ）スケジューリングに使われたＰＤＣＣＨにリンクされる（例、数
学式１参照）。ＰＵＣＣＨフォーマット１ｂが用いられることができる。
【００８２】
　図１３は、ＳＣＣの個数が２個であり、それぞれのＳＣＣがｎｏｎ－ＭＩＭＯモードに
設定された場合を仮定している。しかし、この仮定は例示であり、全てのＳＣＣに対する
ＡＣＫ／ＮＡＣＫがＮＡＣＫ／ＤＴＸでさえあれば、本発明に係るＡＣＫ／ＮＡＣＫ伝送
方法は、ＳＣＣの個数及びＳＣＣの伝送モードにより影響を受けない。したがって、“明
示的ＡＣＫ／ＮＡＣＫ選択”方式を導入してもＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースが非効率的に浪
費されることを防止することができる。また、ＣＣ再構成過程におおいて基地局と端末と
の間にＣＣ構成に不一致があっても、少なくともＰＣＣに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報の
不一致は解消することができる。
【００８３】
　さらに、本発明は、“明示的ＡＣＫ／ＮＡＣＫ選択”方式に基づいて上記の暗黙的ＰＵ
ＣＣＨリソースを用いたＰＣＣ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ伝送方法（すなわち、ＰＣＣフォール
バック）を適用する場合、明示的ＰＵＣＣＨリソース上の具体的なＡＣＫ／ＮＡＣＫ状態
マッピング方法について提案する。便宜上、以下の説明は、互いに独立した２個のＣＣが
束ねられた状況だけを仮定するが、提案方法は、３個以上のＣＣにも拡張可能である。２
個のＣＣはそれぞれＰＣＣとＳＣＣである。本方案によれば、端末は、Ａ／Ｎ状態によっ
て複数のＰＵＣＣＨリソースから一つのＰＵＣＣＨリソースを選択し、選択されたＰＵＣ
ＣＨリソースを用いてＡ／Ｎ状態に対応するｂ（０）ｂ（１）（すなわち、ｄ（０））を
伝送する。ＰＵＣＣＨフォーマット１ｂが用いられるとする。
【００８４】
　図１４Ａ及び図１４Ｂは、ＰＣＣとＳＣＣがいずれもＭＩＭＯ伝送モードである場合（
すなわち、４個のＡ／Ｎ伝送が要求される）、一つの暗黙的ＰＵＣＣＨリソース（ＰＵＣ
ＣＨ　＃０）と３個の明示的ＰＵＣＣＨリソース（ＰＵＣＣＨ　＃１、＃２、＃３）にＡ
／Ｎ状態をマッピングする例を示す。端末は、図示のマッピング規則に従ってＰＵＣＣＨ
信号を生成及び伝送する。
【００８５】
　図１４Ａを参照すると、暗黙的リソースであるＰＵＣＣＨ　＃０には、上述のＰＣＣフ
ォールバック方法によってＡＣＫ／ＮＡＣＫ（Ａ／Ｎ）状態がマッピングされる。特徴的
に、ＰＣＣに対して“Ｄ”であり、ＳＣＣに対して“ＮＮ”または“Ｄ”であるＡ／Ｎ状
態、すなわち（Ｄ、ＮＮ／Ｄ）は伝送されない。すなわち、Ａ／Ｎ状態（Ｄ、ＮＮ／Ｄ）
は、暗黙的／明示的ＰＵＣＣＨリソースのどこにもマッピングされない。これを２個以上
のＣＣに対する“方法１”に一般化すれば、ＰＣＣに対して“Ｄ”であり、残りのＣＣに
対していずれも“ＮＮ”／“Ｄ”（ＭＩＭＯ　ＣＣ）または“Ｎ”／“Ｄ”（ｎｏｎ－Ｍ
ＩＭＯ　ＣＣ）であるＡ／Ｎ状態は、伝送がドロップされる。結果として、互いに異なる
ＰＣＣ　Ａ／Ｎ状態は暗黙的リソース上の互いに異なるコンステレーションポイントにマ
ッピングされる構造であり、暗黙的リソースの全てのコンステレーションポイントにおい
てＳＣＣ　Ａ／Ｎ状態はいずれもＮＮ／Ｄであり同一である。
【００８６】
　次に、３個の明示的ＰＵＣＣＨ　＃１、＃２、＃３に残りのＡ／Ｎ状態をマッピングす
る時に、暗黙的リソースマッピング構造をそのまま適用することができる。まず、互いに
異なるＰＣＣ　Ａ／Ｎ状態は、各明示的リソース上の互いに異なるコンステレーションポ
イントにマッピングされることができる。また、互いに異なる明示的リソース上の同じコ
ンステレーションポイントにマッピングされるＰＣＣ　Ａ／Ｎ状態は、同一でよい。また
、任意の明示的リソース上の全てのコンステレーションポイントには同じＳＣＣ　Ａ／Ｎ
状態がマッピングされることができる。また、互いに異なる明示的リソース上の同じコン
ステレーションポイントには、互いに異なるＳＣＣ　Ａ／Ｎ状態がマッピングされること
ができる。これを暗黙的／明示的リソースを問わずに“方法２”に一般化すれば、ＰＣＣ
の場合、互いに異なるＰＣＣ　Ａ／Ｎ状態は、各ＰＵＣＣＨリソース上の互いに異なるコ
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ンステレーションポイントにマッピングされることができる。また、互いに異なるＰＵＣ
ＣＨリソース上の同じコンステレーションポイントにマッピングされるＰＣＣ　Ａ／Ｎ状
態は同一でよい。ＳＣＣの場合、任意のＰＵＣＣＨリソース上の全てのコンステレーショ
ンポイントには同じＳＣＣ　Ａ／Ｎ状態がマッピングされることができる。また、互いに
異なるＰＵＣＣＨリソースには互いに異なるＳＣＣ　Ａ／Ｎ状態がマッピングされること
ができる。
【００８７】
　図１４Ｂには、図１４ＡにおいてＡ／Ｎ状態内のＣＣ順序（ＰＣＣ、ＳＣＣ）を（ＳＣ
Ｃ、ＰＣＣ）に変更した場合におけるＡ／Ｎ状態マッピング方法を例示する。
【００８８】
　表６は、図１４ＡによるＡ／Ｎ状態マッピングテーブルを例示する。表６は、４個のＰ
ＵＣＣＨリソースを用いてＡＣＫ／ＮＡＣＫ選択を行う場合に、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ選択の
ための全体Ａ／Ｎ状態のうち、ＰＣＣフォールバックが行われる一部の状態を示している
。残りのＡＣＫ／ＮＡＣＫ状態を伝送するのに用いられるＰＵＣＣＨリソース及びビット
値のマッピング関係は、本発明で任意に定義すればいい。すなわち、残りのＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫ状態を伝送するのに用いられるＰＵＣＣＨリソース及びビット値のマッピング関係は
、本発明でｄｏｎ’ｔ　ｃａｒｅである。
【００８９】
【表６】

　ここで、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（０）は、ＰＣＣのＣＷ１（あるいはＴＢ１）に対するＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫ／ＤＴＸ応答を表し、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（１）は、ＰＣＣのＣＷ２（あるい
はＴＢ２）に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ／ＤＴＸ応答を表す。同様に、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（
２）は、ＳＣＣのＣＷ１（あるいはＴＢ１）に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ／ＤＴＸ応答を表
し、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（３）は、ＳＣＣのＣＷ２（あるいはＴＢ２）に対するＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫ／ＤＴＸ応答を表す。ＡＣＫ／ＮＡＣＫ／ＤＴＸ応答は、ＡＣＫ、ＮＡＣＫ、ＤＴ
ＸまたはＮＡＣＫ／ＤＴＸを含む。ＰＣＣにおいて、ＮＡＣＫは、ＮＡＣＫ、ＤＴＸまた
はＮＡＣＫ／ＤＴＸを含む。ｎ（１）

ＰＵＣＣＨ，ｉ（ｉ＝０，１，２，３）は、ＡＣＫ
／ＮＡＣＫ選択のために占有された複数のＰＵＣＣＨリソースインデックスを表す。ｎ（

１）
ＰＵＣＣＨ，０は、ＰＣＣのＣＷ（あるいはＴＢ）スケジューリングに使われたＰＤ

ＣＣＨにリンクされたＰＵＣＣＨリソースインデックスを表す（例、数学式１参照）。Ａ
ＣＫ／ＮＡＣＫ状態に対応するｂ（０）ｂ（１）が暗黙的ＰＵＣＣＨリソースを用いて伝
送される。ｂ（０）ｂ（１）は、ＰＵＣＣＨフォーマット１ｂを通じて伝送されてよい。
この場合、ＰＵＣＣＨリソースは、ＰＵＣＣＨフォーマット１ｂのためのＰＵＣＣＨリソ
ースを表す。
【００９０】
　図１５Ａは、ＰＣＣ、ＳＣＣがそれぞれＭＩＭＯ、ｎｏｎ－ＭＩＭＯ伝送モードである
場合（すなわち、３個のＡ／Ｎ伝送が要求される）、一つの暗黙的ＰＵＣＣＨリソース（
ＰＵＣＣＨ　＃０）と１個の明示的ＰＵＣＣＨリソース（ＰＵＣＣＨ　＃１）にＡ／Ｎ状
態をマッピングする例を示している。端末は、図示のマッピング規則に従ってＰＵＣＣＨ
信号を生成及び伝送する。図１５Ａを参照すると、上述したＰＣＣフォールバック方法、
方法１（すなわち、ＰＣＣ、ＳＣＣに対して（Ｄ、Ｎ／Ｄ）であるＡ／Ｎ状態は伝送され
ない）、方法２（すなわち、互いに異なるコンステレーションポイントでＰＣＣ　Ａ／Ｎ
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区別、互いに異なるＰＵＣＣＨリソースでＳＣＣ　Ａ／Ｎ区別）が共に適用されることが
わかる。図１５Ｂは、図１５Ａで、Ａ／Ｎ状態内のＣＣ順序（ＰＣＣ、ＳＣＣ）を（ＳＣ
Ｃ、ＰＣＣ）に変更した場合におけるＡ／Ｎ状態マッピング方法を例示している。
【００９１】
　図１６Ａには、ＰＣＣ、ＳＣＣがそれぞれｎｏｎ－ＭＩＭＯ、ＭＩＭＯ伝送モードであ
る場合（すなわち、３個のＡ／Ｎ伝送が要求される）、一つの暗黙的ＰＵＣＣＨリソース
（ＰＵＣＣＨ　＃０）と２個の明示的ＰＵＣＣＨリソース（ＰＵＣＣＨ　＃１、＃２）に
Ａ／Ｎ状態をマッピングする例を示す。この場合、まず、上記のＰＣＣフォールバック方
法を適用した後、図示のように、上記の方法２において明示的リソースのみに対してＰＣ
ＣとＳＣＣのマッピング規則を変えて適用することができる。これを、ｎｏｎ－ＭＩＭＯ
　ＰＣＣとＭＩＭＯＳＣＣの明示的リソースマッピングのための“方法２ａ”に一般化す
れば、ＳＣＣの場合、互いに異なるＳＣＣ　Ａ／Ｎ状態は、各明示的ＰＵＣＣＨリソース
上の互いに異なるコンステレーションポイントにマッピングされ、互いに異なる明示的リ
ソース上の同じコンステレーションポイントにマッピングされるＳＣＣ　Ａ／Ｎ状態は同
一でよい。ＰＣＣの場合、任意の明示的ＰＵＣＣＨリソース上の全てのコンステレーショ
ンポイントには同じＰＣＣ　Ａ／Ｎ状態がマッピングされ、互いに異なる明示的ＰＵＣＣ
Ｈリソースには、互いに異なるＰＣＣ　Ａ／Ｎ状態がマッピングされればよい。次に、Ｐ
ＣＣ、ＳＣＣに対して（Ｄ、ＮＮ／Ｄ）であるＡ／Ｎ状態には上記の方法１をそのまま適
用することができる。
【００９２】
　一方、この場合には、明示的リソース上に既にマッピングされたＡ／Ｎ状態がないコン
ステレーションポイントが存在することがある。したがって、図示のように、上記のＡ／
Ｎ状態（Ｄ、ＮＮ／Ｄ）を該当のコンステレーションポイントのいずれか一つに追加マッ
ピングすることも可能である。これを“方法１ａ”に一般化すれば、ＰＣＣに対して“Ｄ
”であり、残りのＣＣに対していずれも“ＮＮ”／“Ｄ”（ＭＩＭＯ　ＣＣ）または“Ｎ
”／“Ｄ”（ｎｏｎ－ＭＩＭＯ　ＣＣ）であるＡ／Ｎ状態は、上記の方法２／２ａが適用
された明示的ＰＵＣＣＨリソース上の既にマッピングされていない可用のコンステレーシ
ョンポイントのいずれか一つにマッピングされることができる。
【００９３】
　図１６Ａは、図１６でＡ／Ｎ状態内のＣＣ順序（ＰＣＣ、ＳＣＣ）を（ＳＣＣ、ＰＣＣ
）に変更した場合におけるＡ／Ｎ状態マッピング方法を例示している。
【００９４】
　図１７Ａは、ＰＣＣ、ＳＣＣがそれぞれｎｏｎ－ＭＩＭＯ、ＭＩＭＯ伝送モードである
場合（すなわち、３個のＡ／Ｎ伝送が要求される）、一つの暗黙的ＰＵＣＣＨリソース（
ＰＵＣＣＨ　＃０）と１個の明示的ＰＵＣＣＨリソース（ＰＵＣＣＨ　＃１）にＡ／Ｎ状
態をマッピングする方法を例示している。
【００９５】
　図１７Ａを参照すると、まず、上記のＰＣＣフォールバック、方法１を適用した後、明
示的リソース使用を減らすために、暗黙的リソース上の既にマッピングされていない可用
のコンステレーションポイントにＡ／Ｎ状態を追加マッピングすることができる。この時
、ＰＣＣに対して“Ｄ”でないＡ／Ｎ状態のみに対して暗黙的リソースにマッピングが可
能であるため、Ｎ／Ｄデカプリングによるリソース増加を考慮して、ＰＣＣに対して“Ａ
”であるＡ／Ｎ状態の一部を暗黙的リソースにマッピングすることが好ましい。これを、
ｎｏｎ－ＭＩＭＯ　ＰＣＣとＭＩＭＯＳＣＣのＡ／Ｎ状態マッピングのための“方法２ｂ
”に一般化すれば、上記のＰＣＣフォールバック方法が適用された暗黙的ＰＵＣＣＨリソ
ース上の既にマッピングされていない可用のコンステレーションポイントに、ＰＣＣに対
して“Ａ”であるＡ／Ｎ状態の一部がマッピングされる。
【００９６】
　図１７Ｂは、図１７ＡにおいてＡ／Ｎ状態内のＣＣ順序（ＰＣＣ、ＳＣＣ）を（ＳＣＣ
、ＰＣＣ）に変更した場合におけるＡ／Ｎ状態マッピング方法を例示している。
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【００９７】
　図１８Ａは、ＰＣＣ、ＳＣＣが両方もｎｏｎ－ＭＩＭＯ伝送モードである場合（すなわ
ち、２個のＡ／Ｎ伝送が要求される）、一つの暗黙的ＰＵＣＣＨリソース（ＰＵＣＣＨ　
＃０）と１個の明示的ＰＵＣＣＨリソース（ＰＵＣＣＨ　＃１）にＡ／Ｎ状態をマッピン
グする方法を例示している。図１８を参照すると、上記のＰＣＣフォールバック方法、方
法１または方法１ａ（ＰＣＣ、ＳＣＣに対して（Ｄ、Ｎ／Ｄ）であるＡ／Ｎ状態は伝送さ
れないか、または、残りの明示的リソースにマッピングされる）、方法２が共に適用され
ることがわかる。
【００９８】
　図１８Ｂは、図１８ＡにおいてＡ／Ｎ状態内のＣＣ順序（ＰＣＣ、ＳＣＣ）を（ＳＣＣ
、ＰＣＣ）に変更した場合のＡ／Ｎ状態マッピング方法を例示している。
【００９９】
　複数ＡＣＫ／ＮＡＣＫ伝送のために、上記提案したＰＣＣフォールバック方法、方法１
／１ａ、方法２／２ａ／２ｂを適用して“明示的ＡＣＫ／ＮＡＣＫ選択”方式を運用すれ
ば、ＰＵＣＣＨリソースオーバーヘッドを最小化させながら効率的なＡＣＫ／ＮＡＣＫ伝
送が可能になる。
【０１００】
　一方、ＰＣＣをスケジューリングするＰＤＣＣＨにリンクされた暗黙的ＰＵＣＣＨリソ
ースと、ＳＣＣをスケジューリングするＰＤＣＣＨにリンクされた暗黙的ＰＵＣＣＨリソ
ースを共に使用するＡＣＫ／ＮＡＣＫ選択方案も考慮することができる。この場合、任意
のＭＩＭＯ伝送モードＣＣを通じて２個のＣＷ（あるいは２個のＴＢ）が伝送される場合
、該当のＣＣをスケジューリングするＰＤＣＣＨ、すなわち、ＤＣＩフォーマットは、比
較的大きいペイロードを有するようになり、２　ＣＣＥ集約レベル以上とエンコーディン
グされることができる。したがって、任意のＭＩＭＯ伝送モードＣＣを通じて２個のＣＷ
（あるいは２個のＴＢ）が伝送された場合には、該当のＣＣをスケジューリングするＰＤ
ＣＣＨの最小ＣＣＥインデックスｎＰＤＣＣＨとその次のインデックス（ｎＰＤＣＣＨ＋
１）にそれぞれリンクされている２個の暗黙的ＰＵＣＣＨリソース（すなわち、暗黙的Ｐ
ＵＣＣＨ　＃１、＃２）を使用することを考慮することができる。一方、ＭＩＭＯモード
ＣＣあるいはｎｏｎ－ＭＩＭＯモードＣＣを通じて単一ＣＷ（あるいは単一ＴＢ）が伝送
された場合には、該当のＣＣをスケジューリングするＰＤＣＣＨの最小ＣＣＥインデック
スｎＰＤＣＣＨにリンクされている１個の暗黙的ＰＵＣＣＨリソース（すなわち、暗黙的
ＰＵＣＣＨ　＃１）のみを使用することを考慮することができる。このような条件を、便
宜上、“条件＃１”とする。
【０１０１】
　一方、全てのＭＩＭＯモードＣＣにおいて２個のＣＷ伝送を勘案したＡ／Ｎ状態マッピ
ングテーブルを生成した後、任意のＭＩＭＯモードＣＣを通じて単一ＣＷが伝送された場
合には、上記のマッピングテーブルの一部（好ましくは、半分）を再使用する方式を考慮
することができる。具体的に、ＭＩＭＯモードＣＣにおける単一ＣＷ伝送に対するＡＣＫ
またはＮＡＣＫの２とおりのＡ／Ｎ状態は、該当のＣＣにおける２個のＣＷ伝送に対する
ＡＡ、ＡＮ、ＮＡ、ＮＮの４とおりのＡ／Ｎ状態のうちの２個にマッピングされることが
できる。まず、既存ＬＴＥで単一ＣＷ伝送に対するＰＵＣＣＨフォーマット１ａ／１ｂの
ＡＣＫ／ＮＡＣＫコンステレーション関係を考慮した場合、ＭＩＭＯモードＣＣの単一Ｃ
Ｗに対するＡ、Ｎは、該当のＣＣの２個のＣＷに対するＡＡ、ＮＮにそれぞれマッピング
されることがきる（Ａｌｔ１）。また、単一ＣＷ伝送時に、該当のＣＷを２個のＣＷ伝送
時の最初のＣＷと見なし、２番目のＣＷをＮＡＣＫ（あるいはＤＴＸ）と処理することが
できる。すなわち、ＭＩＭＯモードＣＣの単一ＣＷに対するＡ、Ｎが、該当のＣＣの２個
のＣＷに対するＡＮ、ＮＮにそれぞれマッピングされることができる（Ａｌｔ２）。
【０１０２】
　便宜上、本明細書では、特に言及しない限り、Ａｌｔ１が適用されるとする。この時、
上記の条件下で単一ＣＷが伝送されると、該当のＭＩＭＯモードＣＣをスケジューリング
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するＰＤＣＣＨの最小ＣＣＥインデックスにリンクされている暗黙的ＰＵＣＣＨ　＃１の
み使用可能である。したがって、該当のＣＣに対してＡＡ、ＮＮであるＡ／Ｎ状態は、該
当のＣＣをスケジューリングするＰＤＣＣＨにリンクされた（すなわち、該当のＣＣにリ
ンクされた）暗黙的ＰＵＣＣＨ　＃２にマッピング／伝送されることができない。これを
“方法３”に一般化すれば、任意のＭＩＭＯモードＣＣに対して単一ＣＷ伝送時に用いら
れるＡ／Ｎ状態は、該当ＣＣにリンクされた暗黙的ＰＵＣＣＨ　＃２にマッピング／伝送
されることができない。
【０１０３】
　このような条件で暗黙的ＰＵＣＣＨリソースベースののＡＣＫ／ＮＡＣＫ選択のための
Ａ／Ｎ状態マッピング規則は、下記のように整理することができる。
【０１０４】
　　１）上記の提案ＰＣＣフォールバック方法の適用
　●ＰＣＣに対してＡ、ＮあるいはＡＡ、ＡＮ、ＮＡ、ＮＮであり、残りのＣＣに対して
いずれもＮ／ＤあるいはＮＮ／ＤであるＡ／Ｎ状態は、ＰＣＣ　ＰＵＣＣＨ　＃１にマッ
ピングされる。
【０１０５】
　　２）上記の提案方法１の適用
　●ＰＣＣに対してＤであり、残りのＣＣに対していずれもＮ／ＤあるいはＮＮ／Ｄであ
るＡ／Ｎ状態は伝送されないとともに、ＰＵＣＣＨリソースのどこにもマッピングされな
い。
【０１０６】
　　３）暗黙的ＰＵＣＣＨリソースマッピングの適用（“暗黙的マッピング規則”）
　●任意のＣＣに対してＮ／ＤあるいはＮＮ／ＤであるＡ／Ｎ状態は、該当のＣＣにリン
クされた暗黙的ＰＵＣＣＨリソースのどこにもマッピング／伝送されることができない。
【０１０７】
　　４）提案方法３の適用
　●ＭＩＭＯモードＣＣに対して単一ＣＷ伝送時に用いられるＡ／Ｎ状態（例、該当のＣ
Ｃの２個のＣＷに対してＡＡ、ＮＮであるＡ／Ｎ状態）は、該当のＣＣにリンクされた暗
黙的ＰＵＣＣＨ　＃２にマッピング／伝送されることができない。
【０１０８】
　図１１を参照して説明したとおり、ＬＴＥ－Ａで端末が束ねるＤＬ　ＣＣセットは、Ｒ
ＲＣシグナリングを通じて端末－特定として割り当てられてよい。ＲＲＣシグナリングを
通じてＤＬ　ＣＣセットを再設定（すなわち、再構成）する場合、再設定区間において基
地局と端末がそれぞれ認識しているＤＬ　ＣＣセット（あるいは、ＤＬ　ＣＣ数）が不一
致（すなわち、誤整列）して、Ａ／Ｎフィードバックと関連した動作が正常に動作しない
ことがある。しかし、上記の提案ＰＣＣフォールバック方法の場合、ＲＲＣ再構成を通じ
てＤＬ　ＣＣセットが変更され、これによって、Ａ／Ｎ選択のためのマッピング規則（例
、マッピングテーブル）が変更されても、少なくともＰＣＣ　Ａ／Ｎ状態に対しては基地
局と端末間に誤整列を防止することができる。また、上記のＡｌｔ１の場合（Ａｌｔ２と
は違い）、ＲＲＣ再構成を通じて多数ＤＬ　ＣＣからＰＣＣ一つにＤＬ　ＣＣセットが変
更されても、ＰＣＣに対して２個のＣＷ（あるいは２個のＴＢ）が伝送されるか或いは単
一ＣＷ（あるいは単一ＴＢ）が伝送されるかにかかわらず、ＰＣＣ　Ａ／Ｎ状態マッピン
グに対する基地局と端末間の誤整列を防止することができる。
【０１０９】
　図１９は、ＰＣＣとＳＣＣの両方がＭＩＭＯ伝送モードである場合（すなわち、４個の
Ａ／Ｎ伝送が要求される）、Ａ／Ｎ状態をマッピングする方法を例示する。本例の場合、
ＰＣＣの２個のＣＷ（あるいは２個のＴＢ）に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫのために占有され
た２つのＰＵＣＣＨリソース（以下、ＰＣＣ　ＰＵＣＣＨ　＃１、＃２という。）とＳＣ
Ｃの２つのＣＷ（あるいは２つのＴＢ）に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫのために占有された２
つのＰＵＣＣＨリソース（以下、ＳＣＣ　ＰＵＣＣＨ　＃１、＃２という。）が用いられ
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る。ＰＣＣ　ＰＵＣＣＨ　＃１、＃２は、暗黙的に与えられてよい。ＳＣＣ　ＰＵＣＣＨ
　＃１、＃２は、明示的あるいは暗黙的に与えられてよい。
【０１１０】
　図１９を参照すると、まず、ＰＣＣ　ＰＵＣＣＨ　＃１に上記の提案ＰＣＣフォールバ
ック方法及び方法１を適用してＡ／Ｎ状態をマッピングする。次に、上記の暗黙的マッピ
ング規則と提案方法３を守って残りの３個のリソース（ＰＣＣ　ＰＵＣＣＨ　＃２、ＳＣ
Ｃ　ＰＵＣＣＨ　＃１、＃２）上に残りのＡ／Ｎ状態をマッピングする。具体的に、ＰＣ
Ｃの単一ＣＷ伝送時に用いられるＡ／Ｎ状態、すなわち、ＰＣＣの２個のＣＷに対してＡ
Ａ、ＮＮであるＡ／Ｎ状態は、ＰＣＣ　ＰＵＣＣＨ　＃２にマッピングされない。同様に
、ＳＣＣの単一ＣＷ伝送時に用いられるＡ／Ｎ状態、すなわち、ＳＣＣの２個のＣＷに対
してＡＡ、ＮＮであるＡ／Ｎ状態は、ＳＣＣ　ＰＵＣＣＨ　＃２にマッピングされない。
【０１１１】
　図２０は、２個のＣＣがそれぞれＭＩＭＯ、ｎｏｎ－ＭＩＭＯ伝送モードである場合（
すなわち、３個のＡ／Ｎ伝送が要求される）、Ａ／Ｎ状態をマッピングする方法を例示す
る。本例の場合、ＭＩＭＯモードＣＣ（以下、ＭＣＣという。）の２つのＣＷ（あるいは
２つのＴＢ）に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫのために占有された２つのＰＵＣＣＨリソース（
以下、ＭＣＣ　ＰＵＣＣＨ　＃１、＃２という。）とｎｏｎ－ＭＩＭＯモードＣＣ（以下
、ｎｏｎ－ＭＣＣという。）のＣＷ（あるいはＴＢ）に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫのために
占有された１個のＰＵＣＣＨリソース（以下、ｎｏｎ－ＭＣＣ　ＰＵＣＣＨという。）が
用いられる。それぞれのＰＵＣＣＨリソースは、明示的あるいは暗黙的に与えられてよい
。
【０１１２】
　図２０を参照すると、まず、ＰＣＣがＭＩＭＯモードの場合を考慮して、ＭＣＣ　ＰＵ
ＣＣＨ　＃１に上記の提案ＰＣＣフォールバック方法を適用し、（ＭＣＣ＋ｎｏｎ－ＭＣ
Ｃ）に対するＡ／Ｎ状態（ＡＡ＋Ｎ／Ｄ）、（ＡＮ＋Ｎ／Ｄ）、（ＮＡ＋Ｎ／Ｄ）、（Ｎ
Ｎ＋Ｎ／Ｄ）をＭＣＣ　ＰＵＣＣＨ　＃１にマッピングすることができる。また、ＰＣＣ
がｎｏｎ－ＭＩＭＯモードの場合を考慮してｎｏｎ－ＭＣＣ　ＰＵＣＣＨにも上記の提案
ＰＣＣフォールバック方法を適用し、（ＭＣＣ＋ｎｏｎ－ＭＣＣ）に対するＡ／Ｎ状態（
ＮＮ／Ｄ＋Ａ）（あるいはＮＮ／ＤＤ＋Ａ）、（ＮＮ／Ｄ＋Ｎ）（あるいはＮＮ／ＤＤ＋
Ｎ）をｎｏｎ－ＭＣＣ　ＰＵＣＣＨにマッピングすることができる（Ａｌｔ　ａ）。
【０１１３】
　この時、（ＭＣＣ＋ｎｏｎ－ＭＣＣ）に対して上記のように（ＮＮ＋Ｎ／Ｄ）（すなわ
ち、ＮＮＮ、ＮＮＤ）（ＭＣＣ　ＰＵＣＣＨ　＃１）、（ＮＮ／Ｄ＋Ｎ）（すなわち、Ｎ
ＮＮ、ＤＮ（あるいはＤＤＮ））（ｎｏｎ－ＭＣＣ　ＰＵＣＣＨ）が共にマッピングされ
る場合、特定状態、例えば（ＮＮ＋Ｎ）のような状態が重複し、基地局がこれに対するブ
ラインドデコーディングを行わなければならない。また、同じＡ／Ｎ状態（すなわち、（
ＮＮ＋Ｎ））を互いに異なるＰＵＣＣＨリソースに重複マッピングすることによって、端
末が基地局に伝送できるＡ／Ｎ状態が一つ浪費される。
【０１１４】
　したがって、これを防止するために、ＭＣＣ　ＰＵＣＣＨ　＃１に（ＮＮ＋Ｎ／Ｄ）は
そのままマッピングし、ｎｏｎ－ＭＣＣ　ＰＵＣＣＨには、（ＮＮ／Ｄ＋Ｎ）（あるいは
ＮＮ／ＤＤ＋Ｎ）のうち（Ｄ＋Ｎ）（あるいはＤＤ＋Ｎ）のみをマッピングすることがで
きる（Ａｌｔ　ｂ）。Ａｌｔ　ｂによれば、ｎｏｎ－ＭＣＣ　ＰＵＣＣＨ上で（ＮＮ／Ｄ
＋Ｎ）（あるいはＮＮ／ＤＤ＋Ｎ）のうちの（Ｄ＋Ｎ）（あるいはＤＤ＋Ｎ）のみが伝送
されるので、ＭＣＣに対してＤＴＸが設定されるか否かを明確にフィードバックすること
ができる。したがって、ＰＣＣに対するＤＴＸフィードバック観点から、Ａｌｔ　ｂは、
ＰＣＣがＭＩＭＯモードで動作する場合に有利になりうる。あるいは、逆に、ＭＣＣ　Ｐ
ＵＣＣＨ　＃１に（ＮＮ＋Ｎ／Ｄ）はそのままマッピングし、ｎｏｎ－ＭＣＣ　ＰＵＣＣ
Ｈには、（ＮＮ＋Ｎ／Ｄ）のうちの（ＮＮ＋Ｄ）のみをマッピングする方法を考慮するこ
とができる（Ａｌｔ　ｃ）。Ａｌｔ　ｃによれば、ＭＣＣ　ＰＵＣＣＨ上で（ＮＮ＋Ｎ／
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Ｄ）のうちの（ＮＮ＋Ｄ）のみが伝送されるので、ｎｏｎ－ＭＣＣに対してＤＴＸが設定
されるか否かを明確にフィードバックすることができる。したがって、ＰＣＣに対するＤ
ＴＸフィードバック観点から、Ａｌｔ　ｃは、ＰＣＣがｎｏｎ－ＭＩＭＯモードで動作す
る場合に有利になりうる。
【０１１５】
　これを、“方法１ｂ”に一般化すれば、特定ＣＣ（すなわち、ＸＣＣ）に対してＡ、Ｎ
あるいはＡＡ、ＡＮ、ＮＡ、ＮＮであり、残りのＣＣに対していずれもＮ／ＤあるいはＮ
Ｎ／ＤであるＡ／Ｎ状態が、ＸＣＣにリンクされた暗黙的ＰＵＣＣＨ　＃１にマッピング
される場合、上記のＸＣＣに対してＤであり、残りのＣＣに対していずれもＮあるいはＮ
ＮであるＡ／Ｎ状態は、残りのＣＣにリンクされた暗黙的ＰＵＣＣＨ　＃１リソースの一
つにマッピング／伝送されることができる。ここで、上記のＸＣＣをＰＣＣと考慮して提
案方法１ｂを適用する場合、自動的に上記の提案方法１の適用は省略されてよい。
【０１１６】
　結果として、Ａｌｔ　ａ、ｂ、ｃのいずれの方法が適用されても、ＰＣＣがＭＩＭＯモ
ードか、ｎｏｎ－ＭＩＭＯモードかにかかわらず、上記の提案したＰＣＣフォールバック
動作を可能にすることができる。本方案によれば、少なくとも、ＲＲＣ再構成区間の間に
少なくともＰＣＣのＡ／Ｎ状態に対しては基地局と端末間に不一致無しで正常動作を行う
ことができる。次に、上記の暗黙的マッピング規則と提案方法３を守って（ＭＣＣ＋ｎｏ
ｎ－ＭＣＣ）に対する残り３個のＡ／Ｎ状態（ＡＡ＋Ａ）、（ＡＮ＋Ａ）、（ＮＡ＋Ａ）
をマッピングする。具体的に、ＭＣＣの単一ＣＷ（あるいはＴＢ）伝送時に用いられるＡ
／Ｎ状態、すなわち、ＭＣＣの２個のＣＷ（あるいは２個のＴＢ）に対してＡＡ、ＮＮで
あるＡ／Ｎ状態は、ＭＣＣ　ＰＵＣＣＨ　＃２にマッピングされない。
【０１１７】
　表７～表９は、図２０に係るＡ／Ｎ状態マッピングテーブルを例示するものである。表
７～表９はそれぞれ、Ａｌｔ　１～３に対応する。表７～表９は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ選択
のための全体Ａ／Ｎ状態のうち、ＰＣＣフォールバックが行われる一部の状態を表す。残
りのＡＣＫ／ＮＡＣＫ状態を伝送するのに用いられるＰＵＣＣＨリソース及びビット値の
マッピング関係は、本発明で任意に定義すればよい。すなわち、残りのＡＣＫ／ＮＡＣＫ
状態を伝送するのに用いられるＰＵＣＣＨリソース及びビット値のマッピング関係は、本
発明においてｄｏｎ’ｔ　ｃａｒｅである。表７～表９は、３個のＰＵＣＣＨリソースを
用いてＡＣＫ／ＮＡＣＫ選択を行う場合を例示する。
【０１１８】
【表７】

【０１１９】
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【表８】

【０１２０】
【表９】

　ここで、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（０）は、ＭＣＣのＣＷ１（あるいはＴＢ１）に対するＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫ／ＤＴＸ応答を表し、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（１）は、ＭＣＣのＣＷ２（あるい
はＴＢ２）に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ／ＤＴＸ応答を表す。ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（２）は、
ｎｏｎ－ＭＣＣのＣＷ（あるいはＴＢ）に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ／ＤＴＸ応答を表す。
ＡＣＫ／ＮＡＣＫ／ＤＴＸ応答は、ＡＣＫ、ＮＡＣＫ、ＤＴＸまたはＮＡＣＫ／ＤＴＸを
含む。ＭＣＣがＰＣＣである場合、ｎｏｎ－ＭＣＣはＳＣＣになる。逆に、ｎｏｎ－ＭＣ
ＣがＰＣＣである場合、ＭＣＣはＳＣＣになる。表中、ＮＡＣＫは、ＮＡＣＫ、ＤＴＸま
たはＮＡＣＫ／ＤＴＸを含む。ｎ（１）

ＰＵＣＣＨ，ｉ（ｉ＝０，１，２）は、ＡＣＫ／
ＮＡＣＫ選択のために占有された複数のＰＵＣＣＨリソースインデックスを表す。ｎ（１

）
ＰＵＣＣＨ，０は、ＭＣＣのＣＷ１（あるいはＴＢ１）に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫのた

めに占有されたＰＵＣＣＨリソースインデックスを表す。ｎ（１）
ＰＵＣＣＨ，２は、ｎ

ｏｎ－ＭＣＣのＣＷ（あるいはＴＢ）に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫのために占有されたＰＵ
ＣＣＨリソースインデックスを表す。ｎ（１）

ＰＵＣＣＨ，ｉ（ｉ＝０，１，２）は、明
示的に与えられたり、既存ＬＴＥの方法によって暗黙的に与えられたりすることができる
（例、数学式１参照）。ＡＣＫ／ＮＡＣＫ状態に対応するｂ（０）ｂ（１）が暗黙的ＰＵ
ＣＣＨリソースを用いて伝送される。ｂ（０）ｂ（１）は、ＰＵＣＣＨフォーマット１ｂ
を通じて伝送されてよい。この場合、ＰＵＣＣＨリソースは、ＰＵＣＣＨフォーマット１
ｂのためのＰＵＣＣＨリソースを表す。
【０１２１】
　図２１は、ＰＣＣとＳＣＣの両方がｎｏｎ－ＭＩＭＯ伝送モードである場合（すなわち
、２個のＡ／Ｎ伝送が要求される）、Ａ／Ｎ状態をマッピングする方法を例示する。本例
の場合、ＰＣＣのＣＷ（あるいはＴＢ）に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫのために占有された１
個のＰＵＣＣＨリソース（以下、ＰＣＣ　ＰＵＣＣＨという。）とＳＣＣのＣＷ（あるい
はＴＢ）に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫのために占有された１個のＰＵＣＣＨリソース（以下
、ＳＣＣ　ＰＵＣＣＨという。）が用いられる。ＰＣＣ　ＰＵＣＣＨは、暗黙的に与えら
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れてよい。ＳＣＣ　ＰＵＣＣＨは、明示的あるいは暗黙的に与えられてよい。
【０１２２】
　図２１を参照すると、まず、ＰＣＣ　ＰＵＣＣＨに上記の提案ＰＣＣフォールバック方
法を適用してＡ／Ｎ状態をマッピングし、提案方法１ｂを適用して（ＰＣＣ＋ＳＣＣ）に
対して（Ｄ＋Ｎ）であるＡ／Ｎ状態を、ＳＣＣ　ＰＵＣＣＨにマッピングすることができ
る。次に、上記の暗黙的マッピング規則を守って（ＰＣＣ＋ＳＣＣ）に対する残り２個の
Ａ／Ｎ状態（Ａ＋Ａ）、（Ｎ／Ｄ＋Ａ）をマッピングすることができる。
【０１２３】
　表１０には、図２１によるＡ／Ｎ状態マッピングテーブルを例示する。表１０は、ＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫ選択のための全体Ａ／Ｎ状態のうち、ＰＣＣフォールバックが行われる一部
状態を表す。残りのＡＣＫ／ＮＡＣＫ状態を伝送するのに用いられるＰＵＣＣＨリソース
及びビット値のマッピング関係は、本発明で任意に定義すればよい。すなわち、残りのＡ
ＣＫ／ＮＡＣＫ状態を伝送するのに用いられるＰＵＣＣＨリソース及びビット値のマッピ
ング関係は、本発明においてｄｏｎ’ｔ　ｃａｒｅである。表１０に、２個のＰＵＣＣＨ
リソースを用いてＡＣＫ／ＮＡＣＫ選択を行う場合を例示する。
【０１２４】
【表１０】

　ここで、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（０）は、ＰＣＣのＣＷ（あるいはＴＢ）に対するＡＣＫ／
ＮＡＣＫ／ＤＴＸ応答を表し、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（１）は、ＳＣＣのＣＷ（あるいはＴＢ
）に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ／ＤＴＸ応答を表す。ＡＣＫ／ＮＡＣＫ／ＤＴＸ応答は、Ａ
ＣＫ、ＮＡＣＫ、ＤＴＸまたはＮＡＣＫ／ＤＴＸを含む。ｎ（１）

ＰＵＣＣＨ，ｉ（ｉ＝
０，１）は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ選択のために占有された複数のＰＵＣＣＨリソースインデ
ックスを表す。ｎ（１）

ＰＵＣＣＨ，０は、ＰＣＣのＣＷ（あるいはＴＢ）に対するＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫのために占有されたＰＵＣＣＨリソースインデックスを表す。ｎ（１）

ＰＵ

ＣＣＨ，１は、ＳＣＣのＣＷ（あるいはＴＢ）に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫのために占有さ
れたＰＵＣＣＨリソースインデックスを表す。ｎ（１）

ＰＵＣＣＨ，０は暗黙的に与えら
れてよい（例、数学式１参照）。ｎ（１）

ＰＵＣＣＨ，１は明示的に与えられたり、暗黙
的に与えられたりすることができる。ｂ（０）ｂ（１）は、ＰＵＣＣＨフォーマット１ｂ
を通じて伝送されてよい。この場合、ＰＵＣＣＨリソースは、ＰＵＣＣＨフォーマット１
ｂのためのＰＵＣＣＨリソースを表す。
【０１２５】
　一方、暗黙的ＰＵＣＣＨリソースを使用した他のＡＣＫ／ＮＡＣＫ選択方案として、上
記の例示とは違い、ＭＩＭＯ伝送モードＣＣの場合、伝送されたＣＷ数にかかわらず、該
当のＣＣをスケジューリングするＰＤＣＣＨの最小ＣＣＥインデックスｎＰＤＣＣＨとそ
の次のインデックス（ｎＰＤＣＣＨ＋１）にそれぞれリンクされている２個の暗黙的ＰＵ
ＣＣＨ　＃１、＃２を使用することを考慮することができる。また、ｎｏｎ－ＭＩＭＯ伝
送モードＣＣの場合、該当のＣＣをスケジューリングするＰＤＣＣＨの最小ＣＣＥインデ
ックスｎＰＤＣＣＨにリンクされている１個の暗黙的ＰＵＣＣＨ　＃１のみを使用するこ
とを考慮することができる。この場合、暗黙的ＰＵＣＣＨ　＃２に対して提案方法３を適
用したり守ったりすることは不必要である。換言すれば、任意のＭＩＭＯモードＣＣに対
して単一ＣＷ伝送時に用いられるＡ／Ｎ状態（例、該当のＣＣの２個のＣＷに対してＡＡ
、ＮＮであるＡ／Ｎ状態）は、上記の暗黙的マッピング規則を守る限り、暗黙的ＰＵＣＣ
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Ｈリソースのどこにもマッピング／伝送可能である。このような条件を、便宜上、“条件
＃２”と称する。
【０１２６】
　このような条件において暗黙的ＰＵＣＣＨリソースベースのＡＣＫ／ＮＡＣＫ選択のた
めのＡ／Ｎ状態マッピング規則は、提案方法３を除外することによって、下記のように整
理することができる。
【０１２７】
　　１）上記の提案ＰＣＣフォールバック方法の適用
　●ＰＣＣに対してＡ、ＮあるいはＡＡ、ＡＮ、ＮＡ、ＮＮであり、残りのＣＣに対して
いずれもＮ／ＤあるいはＮＮ／ＤであるＡ／Ｎ状態は、ＰＣＣ　ＰＵＣＣＨ　＃１にマッ
ピングされる。
【０１２８】
　　２）上記の提案方法１あるいは方法１ｂの適用
　●方法１：ＰＣＣに対してＤであり、残りのＣＣに対していずれもＮ／ＤあるいはＮＮ
／ＤであるＡ／Ｎ状態は伝送されないとともに、ＰＵＣＣＨリソースのどこにもマッピン
グされない。
【０１２９】
　●方法１ｂ：特定ＣＣ（すなわち、ＸＣＣ）に対してＡ、ＮあるいはＡＡ、ＡＮ、ＮＡ
、ＮＮであり、残りのＣＣに対していずれもＮ／ＤあるいはＮＮ／ＤであるＡ／Ｎ状態が
、ＸＣＣにリンクされた暗黙的ＰＵＣＣＨ　＃１にマッピングされて伝送される場合、上
記のＸＣＣに対してＤであり、残りのＣＣに対していずれもＮあるいはＮＮであるＡ／Ｎ
状態は、残りのＣＣにリンクされた暗黙的ＰＵＣＣＨ　＃１リソースの一つにマッピング
／伝送されることができる。ここで、上記のＸＣＣはＰＣＣでよい。
【０１３０】
　　３）暗黙的ＰＵＣＣＨリソースマッピングの適用（“暗黙的マッピング規則”）
　●任意のＣＣに対してＮ／ＤあるいはＮＮ／ＤであるＡ／Ｎ状態は、該当のＣＣにリン
クされた暗黙的ＰＵＣＣＨリソースのどこにもマッピング／伝送されることができない。
【０１３１】
　　４）Ａ／Ｎエラーが最小化するコンステレーションマッピングの適用（“グレー類似
マッピング（ｇｒａｙ－ｌｉｋｅ　ｍａｐｐｉｎｇ）”）
　●任意のＰＵＣＣＨリソースコンステレーション上で隣接シンボルにマッピングされる
Ａ／Ｎ状態は、Ａ／Ｎエラーが最小化するように（すなわち、該当のＡ／Ｎ状態間検出エ
ラー時にＡ－ｔｏ－Ｎ／ＤエラーあるいはＮ／Ｄ－ｔｏ－Ａエラーが最小するように）マ
ッピングされる。
【０１３２】
　図２２は、ＰＣＣとＳＣＣの両方がＭＩＭＯモードである場合、複数のＰＵＣＣＨリソ
ースから選択されたＰＵＣＣＨリソースにＡ／Ｎ状態をマッピングする方法を例示する（
ＡＣＫ／ＮＡＣＫ選択方式）。本例の場合、ＰＣＣの２つのＣＷ（あるいは２つのＴＢ）
に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫのために占有された２つのＰＵＣＣＨリソース（以下、ＰＣＣ
　ＰＵＣＣＨ　＃１、＃２という。）とＳＣＣの２つのＣＷ（あるいは２つのＴＢ）に対
するＡＣＫ／ＮＡＣＫのために占有された２つのＰＵＣＣＨリソース（以下、ＳＣＣ　Ｐ
ＵＣＣＨ　＃１、＃２という。）が用いられる。ＰＣＣ　ＰＵＣＣＨ　＃１、＃２は暗黙
的に与えられてよい。ＳＣＣ　ＰＵＣＣＨ　＃１、＃２は明示的あるいは暗黙的に与えら
れてよい。
【０１３３】
　図２２を参照すると、まず、ＰＣＣ　ＰＵＣＣＨ　＃１に上記の提案ＰＣＣフォールバ
ック方法及び方法１を適用してＡ／Ｎ状態をマッピングする。次に、上記の暗黙的マッピ
ング規則及びグレー類似マッピングを守って残りの３個のリソース上に残りのＡ／Ｎ状態
をマッピングする。
【０１３４】
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　図２３は、２個のＣＣがそれぞれＭＩＭＯ、ｎｏｎ－ＭＩＭＯモードである場合、複数
のＰＵＣＣＨリソースから選択されたＰＵＣＣＨリソースにＡ／Ｎ状態をマッピングする
方法を例示する。本例の場合、ＭＩＭＯモードＣＣ（以下、ＭＣＣという。）の２つのＣ
Ｗ（あるいは２つのＴＢ）に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫのために占有された２つのＰＵＣＣ
Ｈリソース（以下、ＭＣＣ　ＰＵＣＣＨ　＃１、＃２という。）とｎｏｎ－ＭＩＭＯモー
ドＣＣ（以下、ｎｏｎ－ＭＣＣという。）のＣＷ（あるいはＴＢ）に対するＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫのために占有された１個のＰＵＣＣＨリソース（以下、ｎｏｎ－ＭＣＣ　ＰＵＣＣＨ
という。）が用いられる。それぞれのＰＵＣＣＨリソースは明示的あるいは暗黙的に与え
られてよい。
【０１３５】
　図２３を参照すると、まず、ＰＣＣがＭＩＭＯモードの場合を考慮してＭＣＣ　ＰＵＣ
ＣＨ　＃１に上記の提案ＰＣＣフォールバック方法を適用し、ＰＣＣがｎｏｎ－ＭＩＭＯ
モードの場合を考慮してｎｏｎ－ＭＣＣ　ＰＵＣＣＨにも上記の提案ＰＣＣフォールバッ
ク方法を適用したＡ／Ｎ状態マッピングを考慮することができる（Ａｌｔ　ａ適用）。こ
の時、提案方法１ｂの適用のためにＸＣＣをＭＣＣと考慮すれば（特に、ＰＣＣがＭＩＭ
Ｏモードである場合）、（ＭＣＣ＋ｎｏｎ－ＭＣＣ）に対してＭＣＣ　ＰＵＣＣＨ　＃１
には（ＮＮ＋Ｎ／Ｄ）、ｎｏｎ－ＭＣＣ　ＰＵＣＣＨには（Ｄ＋Ｎ）がマッピングされる
ことができる。逆に、ＸＣＣをｎｏｎ－ＭＣＣと考慮すれば（特に、ＰＣＣがｎｏｎ－Ｍ
ＩＭＯモードである場合）、（ＭＣＣ＋ｎｏｎ－ＭＣＣ）に対してｎｏｎ－ＭＣＣ　ＰＵ
ＣＣＨには（ＮＮ／Ｄ＋Ｎ）、ＭＣＣ　ＰＵＣＣＨ　＃１には（ＮＮ＋Ｄ）がマッピング
されることができる（Ａｌｔ　ｂ、ｃ適用）。上記のＡｌｔ　ａ、ｂ、ｃのいずれの方法
が適用されても、ＰＣＣがＭＩＭＯモードか或いはｎｏｎ－ＭＩＭＯモードかにかかわら
ず、上記の提案したＰＣＣフォールバック動作を可能にすることができる。本方案によれ
ば、少なくとも、ＲＲＣ再構成区間の間に少なくともＰＣＣのＡ／Ｎ状態に対しては基地
局と端末間における不一致なく正常動作を行うことができる。次に、上記の暗黙的マッピ
ング規則及びグレー類似マッピングを守って残りのＡ／Ｎ状態をマッピングすることがで
きる。
【０１３６】
　図２４は、ＰＣＣとＳＣＣの両方がｎｏｎ－ＭＩＭＯ伝送モードである場合（すなわち
、２個のＡ／Ｎ伝送が要求される）、複数のＰＵＣＣＨリソースから選択されたＰＵＣＣ
ＨリソースにＡ／Ｎ状態をマッピングする方法を例示する。本例の場合、ＰＣＣのＣＷ（
あるいはＴＢ）に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫのために占有された１個のＰＵＣＣＨリソース
（以下、ＰＣＣ　ＰＵＣＣＨという。）とＳＣＣのＣＷ（あるいはＴＢ）に対するＡＣＫ
／ＮＡＣＫのために占有された１個のＰＵＣＣＨリソース（以下、ＳＣＣ　ＰＵＣＣＨと
いう。）が用いられる。ＰＣＣ　ＰＵＣＣＨは暗黙的に与えられてよい。ＳＣＣ　ＰＵＣ
ＣＨは明示的あるいは暗黙的に与えられてよい。
【０１３７】
　図２４を参照すると、まず、ＰＣＣ　ＰＵＣＣＨに上記の提案ＰＣＣフォールバック方
法を適用し、ＳＣＣ　ＰＵＣＣＨに提案方法１ｂを適用して、（ＰＣＣ＋ＳＣＣ）に対し
て（Ｄ＋Ｎ）であるＡ／Ｎ状態をマッピングすることができる。次に、上記の暗黙的マッ
ピング規則及びグレー類似マッピングを守って残りのＡ／Ｎ状態をマッピングすることが
できる。この場合、最終Ａ／Ｎ状態マッピング結果は、上記の条件＃１に基づくＡ／Ｎ状
態マッピング結果（図２１）と類似あるいは同一でよい。
【０１３８】
　一方、暗黙的ＰＵＣＣＨリソースを用いたさらに他のＡＣＫ／ＮＡＣＫ選択方案として
、上述の例示とは違い、伝送モードによらず、任意のＣＣに対して該当のＣＣをスケジュ
ーリングするＰＤＣＣＨの最小ＣＣＥインデックスｎＰＤＣＣＨにリンクされている暗黙
的ＰＵＣＣＨリソースのみを使用することを考慮することができる。また、ＭＩＭＯモー
ドＣＣの数をＭとする場合、Ｍ個の明示的ＰＵＣＣＨリソースを共に使用することを考慮
することができる。この場合、明示的ＰＵＣＣＨリソースに対しては提案方法３及び上記
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の暗黙的マッピング規則の適用／遵守は不必要である。このような条件を、便宜上、“条
件＃３”とする。
【０１３９】
　このような条件において暗黙的ＰＵＣＣＨリソースベースのＡＣＫ／ＮＡＣＫ選択のた
めのＡ／Ｎ状態マッピング規則は、提案方法３及び上記の暗黙的マッピング規則を除外す
ることによって、下記のように整理することができる。
【０１４０】
　　１）上記の提案ＰＣＣフォールバック方法の適用
　●ＰＣＣに対してＡ、ＮあるいはＡＡ、ＡＮ、ＮＡ、ＮＮであり、残りのＣＣに対して
いずれもＮ／ＤあるいはＮＮ／ＤであるＡ／Ｎ状態は、ＰＣＣ　ＰＵＣＣＨ　＃１にマッ
ピングされる。
【０１４１】
　　２）上記の提案方法１あるいは方法１ｂの適用
　●方法１：ＰＣＣに対してＤであり、残りのＣＣに対していずれもＮ／ＤあるいはＮＮ
／ＤであるＡ／Ｎ状態は伝送されないとともに、ＰＵＣＣＨリソースのどこにもマッピン
グされない。
【０１４２】
　●方法１ｂ：特定ＣＣ（すなわち、ＸＣＣ）に対してＡ、ＮあるいはＡＡ、ＡＮ、ＮＡ
、ＮＮであり、残りのＣＣに対していずれもＮ／ＤあるいはＮＮ／ＤであるＡ／Ｎ状態が
、ＸＣＣにリンクされた暗黙的ＰＵＣＣＨ　＃１にマッピングされて伝送される場合、上
記のＸＣＣに対してＤであり、残りのＣＣに対していずれもＮあるいはＮＮであるＡ／Ｎ
状態は、残りのＣＣにリンクされた暗黙的ＰＵＣＣＨ　＃１リソースの一つにマッピング
／伝送されることができる。ここで、上記のＸＣＣはＰＣＣでよい。
【０１４３】
　　３）Ａ／Ｎエラーが最小化するコンステレーションマッピングの適用（“グレー類似
マッピング”）
　●任意のＰＵＣＣＨリソースコンステレーション上の隣接シンボルにマッピングされる
Ａ／Ｎ状態は、Ａ／Ｎエラーが最小化するように（すなわち、該当のＡ／Ｎ状態間検出エ
ラー時にＡ－ｔｏ－Ｎ／ＤエラーあるいはＮ／Ｄ－ｔｏ－Ａエラーが最小化するように）
マッピングする。
【０１４４】
　上記に基づき、３通りの場合（ＰＣＣとＳＣＣの両者ともＭＩＭＯモード、両者がそれ
ぞれＭＩＭＯ／ｎｏｎ－ＭＩＭＯモード、両者ともｎｏｎ－ＭＩＭＯモード）に対するＡ
／Ｎ状態マッピング結果は、上記の条件＃２に基づくＡ／Ｎ状態マッピング結果（図２２
、２３、２４）と類似あるいは同一でよい。
【０１４５】
　図２５は、本発明に実施例が適用されうる基地局及び端末を示す図である。無線通信シ
ステムにリレーが含まれる場合、バックホールリンクにおいて通信は基地局とリレーとの
間に行われ、アクセスリンクにおいて通信はリレーと端末との間に行われる。したがって
、図示の基地局または端末は、状況に応じてリレーに取って代わることができる。
【０１４６】
　図２５を参照すると、無線通信システムは、基地局（ＢＳ）１１０及び端末（ＵＥ）１
２０を含む。基地局１１０は、プロセッサ１１２、メモリー１１４及び無線周波数（Ｒａ
ｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ；ＲＦ）ユニット１１６を含む。プロセッサ１１２は、本発
明で提案した手順及び／または方法を具現するように構成されればよい。メモリー１１４
は、プロセッサ１１２に接続し、プロセッサ１１２の動作と関連した様々な情報を記憶す
る。ＲＦユニット１１６は、プロセッサ１１２に接続し、無線信号を送信及び／または受
信する。端末１２０は、プロセッサ１２２、メモリー１２４及びＲＦユニット１２６を含
む。プロセッサ１２２は、本発明で提案した手順及び／または方法を具現するように構成
されればよい。メモリー１２４は、プロセッサ１２２に接続し、プロセッサ１２２の動作
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と関連した様々な情報を記憶する。ＲＦユニット１２６は、プロセッサ１２２に接続し、
無線信号を送信及び／または受信する。基地局１１０及び／または端末１２０は、単一ア
ンテナまたは多重アンテナを有することができる。
【０１４７】
　以上説明してきた実施例は、本発明の構成要素及び特徴を所定形態に結合したものであ
る。各構成要素または特徴は、別の明示的な言及がない限り、選択的なものとして考慮し
なければならない。各構成要素または特徴は、他の構成要素や特徴と結合しない形態で実
施することもでき、一部の構成要素及び／または特徴を結合して本発明の実施例を構成す
ることもできる。本発明の実施例で説明される動作の順序は変更可能である。ある実施例
の一部構成や特徴は、別の実施例に含まれることもでき、別の実施例の対応する構成また
は特徴に取って代わることもできる。特許請求の範囲において明示的な引用関係にない請
求項を結合して実施例を構成したり、出願後の補正により新しい請求項として含めたりす
ることができることは明らかである。
【０１４８】
　本文書で、本発明の実施例は、端末と基地局間のデータ送受信関係を中心に説明された
。本文書で基地局により行われるとした特定動作は、場合によっては、その上位ノード（
ｕｐｐｅｒ　ｎｏｄｅ）により行われてもよい。すなわち、基地局を含む多数のネットワ
ークノード（ｎｅｔｗｏｒｋ　ｎｏｄｅｓ）からなるネットワークにおいて端末との通信
のために行われる様々な動作は、基地局または基地局以外の別のネットワークノードによ
り実行できることは明らかである。基地局は、固定局（ｆｉｘｅｄ　ｓｔａｔｉｏｎ）、
Ｎｏｄｅ　Ｂ、ｅＮｏｄｅ　Ｂ（ｅＮＢ）、アクセスポイント（ａｃｃｅｓｓ　ｐｏｉｎ
ｔ）などの用語に代替可能である。また、端末は、ＵＥ（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ
）、ＭＳ（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ）、ＭＳＳ（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂ
ｅｒ　Ｓｔａｔｉｏｎ）などの用語に代替可能である。
【０１４９】
　本発明による実施例は様々な手段、例えば、ハードウェア、ファームウェア（ｆｉｒｍ
ｗａｒｅ）、ソフトウェアまたはそれらの結合などにより具現することができる。ハード
ウェアによる具現の場合、本発明の一実施例は、一つまたはそれ以上のＡＳＩＣｓ（ａｐ
ｐｌｉｃａｔｉｏｎ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔｓ）、
ＤＳＰｓ（ｄｉｇｉｔａｌ　ｓｉｇｎａｌ　ｐｒｏｃｅｓｓｏｒｓ）、ＤＳＰＤｓ（ｄｉ
ｇｉｔａｌ　ｓｉｇｎａｌ　ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　ｄｅｖｉｃｅｓ）、ＰＬＤｓ（ｐｒ
ｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ｌｏｇｉｃ　ｄｅｖｉｃｅｓ）、ＦＰＧＡｓ（ｆｉｅｌｄ　ｐｒ
ｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ｇａｔｅ　ａｒｒａｙｓ）、プロセッサ、コントローラ、マイク
ロコントローラ、マイクロプロセッサなどにより具現することができる。
【０１５０】
　ファームウェアやソフトウェアによる具現の場合、本発明の一実施例は、以上で説明さ
れた機能または動作を行うモジュール、手順、関数などの形態で具現することができる。
ソフトウェアコードは、メモリユニットに記憶されて、プロセッサにより駆動されてよい
。メモリユニットは、プロセッサの内部または外部に設けられ、既に公知の様々な手段に
よりプロセッサとデータを交換することができる。
【０１５１】
　本発明は、本発明の特徴を逸脱しない範囲で別の特定の形態に具体化可能であるという
ことは、当業者にとっては自明である。したがって、上記の詳細な説明は、いずれの面に
おいても制限的に解釈してはならず、例示的なものとして考慮しなければならない。本発
明の範囲は、添付の請求項の合理的な解釈により決定すべきであり、本発明の等価的範囲
内における変更はいずれも本発明の範囲に含まれる。
本願明細書は、例えば、以下の項目も提供する。
（項目１）
　無線通信システムにおいてプライマリセル及びセカンダリセルを含む複数のセルが構成
された状況でアップリンク制御情報を伝送する方法であって、
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　ＰＵＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）フ
ォーマット１のための複数のＰＵＣＣＨリソースから、複数のＨＡＲＱ　ＡＣＫ（Ｈｙｂ
ｒｉｄ　Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅａｔ　ｒｅＱｕｅｓｔ－Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅ
ｍｅｎｔ）に対応する一つのＰＵＣＣＨリソースを選択し、
　前記選択されたＰＵＣＣＨリソースを用いて前記複数のＨＡＲＱ－ＡＣＫに対応するビ
ット値を伝送すること、を含み、
　前記複数のＨＡＲＱ－ＡＣＫ、ＰＵＣＣＨリソース、ビット値間の関係は、表１の関係
を含む方法：
【化３】

　表１で、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（０）は、プライマリセルと関連したデータブロックに対す
るＡＣＫ／ＮＡＣＫ／ＤＴＸ応答を表し、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（１）は、セカンダリセルと
関連したデータブロックに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ／ＤＴＸ応答を表し、ｎ（１）

ＰＵＣ

ＣＨ，ｉ（ｉ＝０，１）は、前記ＰＵＣＣＨフォーマット１のための複数のＰＵＣＣＨリ
ソースを表し、ｎ（１）

ＰＵＣＣＨ，０は、プライマリセル上のＰＤＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉ
ｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）にリンクされたＰＵＣＣ
Ｈリソースを表し、ｂ（０）ｂ（１）は前記ビット値を表す。
（項目２）
　前記複数のＨＡＲＱ－ＡＣＫ、ＰＵＣＣＨリソース、ビット値間の関係は、表２の関係
をさらに含む、項目１に記載の方法：
【化４】

　表２で、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（０）（１）は、プライマリセルと関連したデータブロック
に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ／ＤＴＸ応答を表し、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（２）（３）は、セカ
ンダリセルと関連したデータブロックに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ／ＤＴＸ応答を表し、ｎ
（１）

ＰＵＣＣＨ，ｉ（ｉ＝０，１，２，３）は、前記ＰＵＣＣＨフォーマット１のため
の複数のＰＵＣＣＨリソースを表し、ｎ（１）

ＰＵＣＣＨ，０は、プライマリセル上のＰ
ＤＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）に
リンクされたＰＵＣＣＨリソースを表し、ｂ（０）ｂ（１）は、前記ビット値を表す。
（項目３）
　前記ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（０）がＤＴＸであり、前記ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（１）がＮＡＣＫ
である場合、前記複数のＨＡＲＱ－ＡＣＫは、伝送がドロップされる、項目１に記載の方
法。
（項目４）
　前記ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（０）（１）がいずれもＤＴＸであり、前記ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（
２）（３）がいずれもＮＡＣＫである場合、前記複数のＨＡＲＱ－ＡＣＫは、伝送がドロ
ップされる、項目２に記載の方法。
（項目５）
　前記プライマリセルは、ＰＣＣ（Ｐｒｉｍａｒｙ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅ
ｒ）を含み、前記セカンダリセルは、ＳＣＣ（Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ
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　Ｃａｒｒｉｅｒ）を含む、項目１に記載の方法。
（項目６）
　無線通信システムにおいてプライマリセルとセカンダリセルを含む複数のセルが構成さ
れた状況でアップリンク制御情報を伝送するように構成された通信装置であって、
　無線周波数（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ、ＲＦ）ユニットと、
　プロセッサと、を含み、
　前記プロセッサは、ＰＵＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　
Ｃｈａｎｎｅｌ）フォーマット１のための複数のＰＵＣＣＨリソースから、複数のＨＡＲ
Ｑ－ＡＣＫ（Ｈｙｂｒｉｄ　Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅａｔ　ｒｅＱｕｅｓｔ－Ａｃ
ｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）に対応する一つのＰＵＣＣＨリソースを選択し、前記選択
されたＰＵＣＣＨリソースを用いて前記複数のＨＡＲＱ－ＡＣＫに対応するビット値を伝
送するように構成され、
　前記複数のＨＡＲＱ－ＡＣＫ、ＰＵＣＣＨリソース、ビット値間の関係は、表１の関係
を含む通信装置：

【化５】

　表１で、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（０）は、プライマリセルと関連したデータブロックに対す
るＡＣＫ／ＮＡＣＫ／ＤＴＸ応答を表し、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（１）は、セカンダリセルと
関連したデータブロックに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ／ＤＴＸ応答を表し、ｎ（１）

ＰＵＣ

ＣＨ，ｉ（ｉ＝０，１）は、前記ＰＵＣＣＨフォーマット１のための複数のＰＵＣＣＨリ
ソースを表し、ｎ（１）

ＰＵＣＣＨ，０は、プライマリセル上のＰＤＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉ
ｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）にリンクされたＰＵＣＣ
Ｈリソースを表し、ｂ（０）ｂ（１）は前記ビット値を表す。
（項目７）
　前記複数のＨＡＲＱ－ＡＣＫ、ＰＵＣＣＨリソース、ビット値間の関係は、表２の関係
をさらに含む、項目６に記載の通信装置：
【化６】

　表２で、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（０）（１）は、プライマリセルと関連したデータブロック
に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ／ＤＴＸ応答を表し、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（２）（３）は、セカ
ンダリセルと関連したデータブロックに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ／ＤＴＸ応答を表し、ｎ
（１）

ＰＵＣＣＨ，ｉ（ｉ＝０，１，２，３）は、前記ＰＵＣＣＨフォーマット１のため
の複数のＰＵＣＣＨリソースを表し、ｎ（１）

ＰＵＣＣＨ，０は、プライマリセル上のＰ
ＤＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）に
リンクされたＰＵＣＣＨリソースを表し、ｂ（０）ｂ（１）は、前記ビット値を表す。
（項目８）
　前記ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（０）がＤＴＸであり、前記ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（１）がＮＡＣＫ
である場合、前記複数のＨＡＲＱ－ＡＣＫは、伝送がドロップされる、項目６に記載の通
信装置。
（項目９）
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　前記ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（０）（１）がいずれもＤＴＸであり、前記ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（
２）（３）がいずれもＮＡＣＫである場合、前記複数のＨＡＲＱ－ＡＣＫは、伝送がドロ
ップされる、項目６に記載の通信装置。
（項目１０）
　前記プライマリセルは、ＰＣＣ（Ｐｒｉｍａｒｙ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅ
ｒ）を含み、前記セカンダリセルは、ＳＣＣ（Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ
　Ｃａｒｒｉｅｒ）を含む、項目６に記載の通信装置。
（項目１１）
　無線通信システムにおいてプライマリセルとセカンダリセルを含む複数のセルが構成さ
れた状況で端末がアップリンク制御情報を伝送する方法であって、
　複数のアップリンク制御チャネルリソースから、複数のＨＡＲＱ－ＡＣＫ（Ｈｙｂｒｉ
ｄ　Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅａｔ　ｒｅＱｕｅｓｔ－Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅ
ｎｔ）に対応する一つのアップリンク制御チャネルリソースを選択し、
　前記選択されたアップリンク制御チャネルリソースを用いて前記複数のＨＡＲＱ－ＡＣ
Ｋに対応する変調シンボルを伝送すること、を含み、
　それぞれのＨＡＲＱ－ＡＣＫは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ／ＤＴＸ応答を表し、
　プライマリセルと関連したデータブロックに対する一つ以上の第１ＨＡＲＱ－ＡＣＫを
除いて、一つ以上のセカンダリセルと関連したデータブロックに対する第２ＨＡＲＱ－Ａ
ＣＫがいずれもＮＡＣＫまたはＤＴＸ（Ｄｉｓｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　Ｔｒａｎｓｍｉｓ
ｓｉｏｎ）であれば、前記複数のＨＡＲＱ－ＡＣＫ及び前記変調シンボルのマッピング関
係は、前記一つ以上の第１ＨＡＲＱ－ＡＣＫを基準に、単一ダウンリンクキャリア上から
受信された一つ以上のデータブロックに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫ及び変調シンボルのマッ
ピング関係と同一である、方法。
（項目１２）
　前記一つ以上の第１ＨＡＲＱ－ＡＣＫがいずれもＤＴＸであり、前記第２ＨＡＲＱ－Ａ
ＣＫがいずれもＮＡＣＫである場合、前記複数のＨＡＲＱ－ＡＣＫは、伝送がドロップさ
れる、項目１１に記載の方法。
（項目１３）
　前記プライマリセルは、ＰＣＣ（Ｐｒｉｍａｒｙ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅ
ｒ）を含み、前記セカンダリセルは、ＳＣＣ（Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ
　Ｃａｒｒｉｅｒ）を含む、項目１１に記載の方法。
（項目１４）
　前記アップリンク制御チャネルは、ＰＵＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃ
ｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を含み、前記ダウンリンク制御チャネルは、ＰＤＣＣＨ
（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を含む、項
目１１に記載の方法。
（項目１５）
　無線通信システムにおいてプライマリセルとセカンダリセルを含む複数のセルが構成さ
れた状況でアップリンク制御情報を伝送するように構成された通信装置であって、
　無線周波数（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ、ＲＦ）ユニットと、
　プロセッサと、を含み、
　前記プロセッサは、複数のアップリンク制御チャネルリソースから、複数のＨＡＲＱ－
ＡＣＫ（Ｈｙｂｒｉｄ　Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅａｔ　ｒｅＱｕｅｓｔ－Ａｃｋｎ
ｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）に対応する一つのアップリンク制御チャネルリソースを選択し
、前記選択されたアップリンク制御チャネルリソースを用いて前記複数のＨＡＲＱ－ＡＣ
Ｋに対応する変調シンボルを伝送するように構成され、
　それぞれのＨＡＲＱ－ＡＣＫはＡＣＫ／ＮＡＣＫ／ＤＴＸ応答を表し、
　プライマリセルと関連したデータブロックに対する一つ以上の第１ＨＡＲＱ－ＡＣＫを
除いて、一つ以上のセカンダリセルと関連したデータブロックに対する第２ＨＡＲＱ－Ａ
ＣＫがいずれもＮＡＣＫまたはＤＴＸ（Ｄｉｓｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　Ｔｒａｎｓｍｉｓ
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ｓｉｏｎ）であれば、前記複数のＨＡＲＱ－ＡＣＫ及び前記変調シンボルのマッピング関
係は、前記一つ以上の第１ＨＡＲＱ－ＡＣＫを基準に、単一ダウンリンクキャリア上から
受信された一つ以上のデータブロックに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫ及び変調シンボルのマッ
ピング関係と同一である、通信装置。
（項目１６）
　前記一つ以上の第１ＨＡＲＱ－ＡＣＫがいずれもＤＴＸであり、前記第２ＨＡＲＱ－Ａ
ＣＫがいずれもＮＡＣＫである場合、前記複数のＨＡＲＱ－ＡＣＫは、伝送がドロップさ
れる、項目１５に記載の通信装置。
（項目１７）
　前記プライマリセルは、ＰＣＣ（Ｐｒｉｍａｒｙ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅ
ｒ）を含み、前記セカンダリセルは、ＳＣＣ（Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ
　Ｃａｒｒｉｅｒ）を含む、項目１５に記載の通信装置。
（項目１８）
　前記アップリンク制御チャネルは、ＰＵＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃ
ｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を含み、前記ダウンリンク制御チャネルは、ＰＤＣＣＨ
（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を含む、項
目１５に記載の通信装置。
【産業上の利用可能性】
【０１５２】
　本発明は、端末、リレー、基地局などのような無線通信装置に適用することができる。
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